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審査内容 

１ 議案第３１号 令和４年度甲斐市一般会計予算 
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開会 午前 ９時２６分 

 

○書記（中込美智子君） 改めまして、おはようございます。 

  ただいまから、予算審査特別委員会を始めさせていただきます。 

  本日は、予算説明書、予算参考資料のナンバー４、７、８、９を使いますので、ご用意願

います。 

  それでは、委員長挨拶、清水委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 改めまして、おはようございます。 

  三寒四温というか、今日から少しずつまた暖かくなるようでございます。また動きやすく

なるようですけれども、朝と日中の気温差が激しいので、体調には十分気をつけていただい

て、予算委員会の３月、４月を乗り切っていただきたいというふうに思います。 

  それでは、ただいまから予算審査特別委員会を始めさせていただきます。 

  本日は、予算説明書、予算参考資料のナンバー４、７、８、９を使いますので、ご用意願

います。 

  ただいまの出席委員は19名です。定足数に達しておりますので、これより予算審査特別

委員会を開会いたします。 

  なお、小浦委員は欠席の旨の連絡がありましたので、ご報告いたします。 

  本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（清水正二君） 本日も、昨日に続き一般会計歳出の予算の審査を行います。 

  限られた時間内の審査ですので、委員各位のご協力をお願いいたします。 

  審査に当たり、質疑は一問一答で簡潔にお願いいたします。また、当局側の答弁も簡潔に

説明していただきたいと思います。委員各位、また当局のご協力をお願いいたします。 

  それでは、審査に入ります。 

  議案第31号 令和４年度甲斐市一般会計予算を議題といたします。 

  初めに、４款衛生費、２項環境衛生費から３項清掃費及び８款土木費、４項都市計画費並

びに13款諸支出金、１項基金費のうち環境課所管事業について説明を求めます。 
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  酒井環境課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 改めまして、おはようございます。大変お疲れさまでございます。 

  環境課関係の令和４年度当初予算、一般会計分につきましてご説明をさせていただきます。 

  予算説明書につきましては、84ページから89ページ、それから104、105ページ、136、

137ページになります。また、予算参考資料につきましては、ナンバー４の６ページからと

なります。 

  それでは、予算参考資料により順次ご説明させていただきますが、金額部分については特

定財源の内訳のみ読み上げさせていただき、新規事業や前年度から金額が大きく変更となる

内容を中心としてご説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

  予算参考資料の６ページをお願いいたします。 

  まず、４款衛生費、２項環境衛生費、１目環境衛生総務費のナンバー01環境衛生関係職

員費でありますが、環境課職員11人分の人件費であります。財源内訳のその他142万8,000

円につきましては、狂犬病予防注射手数料の56万9,000円と犬の登録手数料84万円、犬の抑

留手数料１万9,000円を充当しております。 

  次に、ナンバー10一般管理事業（環境衛生費）につきましては、事務消耗品、郵便代と

いった環境課関係の一般事務経費であります。 

  ナンバー11環境委員会費でありますが、各自治会から選出をお願いしております環境委

員136人の報酬、運営経費として消耗費や郵便料であります。 

  ナンバー12環境美化事業につきましては、各地区で実施しております一斉河川清掃に係

る消耗品、土砂処理委託、重機借り上げ料等の経費と環境美化活動に対する自治会への補助

金であります。 

  ナンバー13雑草除去対策事業でありますが、市内全域における空き地等に繁茂する雑草

の除去指導に係る郵便代、その他環境課が管理する敷島保健福祉センター南側にあります峡

北広域の焼却灰埋立地の雑草除去の委託料等であります。 

  ナンバー14狂犬病予防、野犬対策事業につきましては、狂犬病予防関係経費として消耗

品や郵便料、またペットの適正飼育関係経費でございます。財源内訳のその他財源69万

6,000円につきましては、全額狂犬病予防注射手数料であります。 

  次に、ナンバー15犬猫不妊去勢手術費助成事業でありますが、これは犬猫の手術費に対

する補助金と、それに伴う通知のための郵便料であります。 

  ７ページをお願いいたします。 
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  続きまして、２目環境保全費になります。 

  ナンバー01環境保全事業につきましては、環境教育・環境研修経費、それから小学校５

年生を対象とした環境副読本の印刷、また今年度策定いたします第２次環境基本計画の印刷

費であります。次に、環境監視測定検査委託料等は、河川や地下水の水質検査や土壌等の検

査に係る経費であります。 

  なお、財源内訳のその他20万円につきましては、民間企業からの環境事業への寄附金を

見込んでいるものであります。 

  次に、ナンバー02環境審議会費でありますが、環境審議会委員20人のうち関係行政機関

枠の県職員１人分を除く19人分にお支払いする報酬と郵便料等の運営経費であります。 

  ナンバー03自然保護事業につきましては、敷島地区内にある県の自然環境保全地区につ

いて、県から監視事業の委託を受けておりますので、その自然監視員お１人に対する報償と

巡回に関する消耗品等であります。財源内訳の４万円につきましては、山梨県からの委託金

であります。 

  次に、ナンバー04バイオマス産業都市推進事業につきましては、令和４年度当初予算は

50万5,000円となります。主な内容といたしましては、発電事業者であるＤＳグリーン発電

甲斐合同会社と同様な枠組みで発電事業を行っている和歌山県の発電施設の視察経費を計上

させていただきました。令和３年度の当初予算には、発電所用地の購入費及び補償料等で約

5,900万円を予算計上いたしましたので、令和４年度の当初予算は大幅な減額予算となって

おります。 

  この木質バイオマス発電事業に係る予算については、民間の発電事業者との協働事業とい

う特性もあり、これまでも事業の進捗状況に応じて、必要となる予算をバイオマス産業都市

構想特別委員会でご説明し、ご審議いただき、補正予算にて予算化をさせていただいており

ます。木質バイオマス発電事業に係る市が行う役割の用地取得及び用地造成工事については、

既に実施しているため、今回の当初予算については約50万円となっておりますが、今後、

廃熱利用に関わる予算の計上が想定をされます。事業の進捗状況を踏まえ、有利な交付金を

活用し、予算計上は適宜行ってまいりますので、今後も引き続きご理解いただきますようお

願いいたします。 

  次に、ナンバー05脱炭素社会推進事業につきましては、令和４年度に新設される脱炭素

社会推進室において取り組む事業になります。脱炭素社会推進室が取り組む主な事業内容と

しては、国が掲げる2050年に温室効果ガスの排出を実質ゼロにするとした目標を本市とし
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ても達成できるよう、この推進室を中心に、市全体で再生可能エネルギーの利用促進など本

市の地域特性に応じた対策を図ることになります。そのため、令和４年度に戦略的で効果的

な再生可能エネルギーの導入目標を策定するための予算987万4,000円を計上いたしました。

内容としましては、地域の関係者等と合意形成を行うための専門的知見を要する会議を開催

するため、検討委員会を設立いたします。その委員の報酬や会議に関わる経費等と、また再

エネ導入目標を策定するための委託料として953万2,000円を計上しております。 

  なお、財源については、全て環境省の補助執行団体からの補助金を活用することとし、内

訳のその他に987万4,000円を計上しております。 

  次に、８ページをお願いします。 

  ８ページからは３項清掃費、１目清掃費になります。 

  ナンバー01一般管理事業（清掃費）につきましては、大久保地区にあります防空ごうの

借用謝礼、転入者へのスプレー缶穴空け器具の購入経費、ごみ収集カレンダーの印刷経費、

ごみ収集小屋への表示プレートの印刷等の経費、また自治会へのごみ収集小屋の新設及び修

繕に対する補助金等であります。財源内訳のその他９万円につきましては、一般廃棄物収集

運搬許可申請手数料を充当しております。 

  次に、ナンバー02ごみ収集運搬事業でありますが、指定ごみ袋作製経費、一般ごみの収

集運搬委託等であります。財源内訳のその他4,387万円につきましては、指定ごみ袋の売払

い収入であります。指定ごみ袋作製費、一般ごみの収集運搬委託料につきましては、令和３

年度と同様の予算を計上しております。次に、一般廃棄物処理基本計画見直し業務委託につ

きましては、平成30年度に計画期間を10年間とする第２次一般廃棄物処理基本計画を策定

しており、中間年度に当たる令和４年度に見直しを行うため、委託料360万8,000円を計上

いたしました。また、災害廃棄物処理基本計画は、平成28年３月に策定したところであり

ますが、今年度、防災危機管理課が国土強靱化地域計画及び洪水ハザードマップを策定し、

これらを反映した甲斐市地域防災計画を令和４年度に策定することから、環境課も関連があ

る災害廃棄物処理基本計画の見直しを併せて行うため、予算計上をしております。 

  次に、ナンバー03資源リサイクル推進事業につきましては、自治会などが行っておりま

す有価物回収や、リサイクルステーションでの資源物回収に係る収集・運搬・処理委託経費、

リサイクルステーションでの分別指導の作業委託、資源分別回収用品の購入経費等でありま

す。財源内訳につきましては、その他としてリサイクル品の売払い収入等で1,694万5,000

円であります。 
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  次に、04ごみ減量化運動補助金交付事業につきましては、自治会などへの有価物回収運

動に対する奨励金、生ごみの処理機購入補助金として予算を計上しております。 

  ナンバー05剪定枝粉砕処理事業でありますが、燃料、修繕費などの粉砕処理機等管理委

託経費と、粉砕処理業務委託ということでシルバー人材センターへの委託経費であります。 

  ９ページをお願いいたします。 

  ナンバー06廃棄物不法投棄防止事業でありますが、不法投棄監視員30人の謝礼、不法投

棄防止に係る看板など消耗品や監視カメラの電気料等の経費、それから回収した不法投棄物

を運搬処理する経費であります。 

  次に、ナンバー07広域事務組合負担金につきましては、中巨摩広域事務組合及び峡北広

域行政事務組合のごみ処理、し尿処理等に関わる負担金、また境川最終処分場及び山梨西部

広域環境組合に関わる負担金で、合計が８億9,448万4,000円で、令和３年度当初予算より

１億2,469万9,000円の増額となります。 

  予算審議資料の22ページ以降に、中巨摩広域、峡北広域、山梨西部広域の負担金の内訳

を掲載しております。時間の関係上、予算参考資料でそれぞれの負担金額と前年度当初予算

との比較を説明させていただきます。 

  まず、中巨摩広域が２億9,984万6,000円で、令和３年度当初より565万9,000円の増額と

なっております。次に、峡北広域は５億1,828万3,000円で、１億975万6,000円の増額であ

ります。次に、境川最終処分場につきましては4,216万1,000円で、285万6,000円の増額と

なっております。最後に、山梨西部広域は3,419万4,000円で、642万8,000円の増額となっ

ており、全ての負担金が増額となっている状況です。 

  大幅な増額となった主な要因といたしましては、各組合等が算出根拠に前々年度のごみの

排出量を用いるため、令和２年度はコロナ禍に伴う巣籠もり生活の影響で、自宅の片づけな

どによるごみの排出量が増加したことによるものと考えられます。また、中巨摩広域、峡北

広域とも、施設の老朽化等により修繕費等増加がしていることも大きな要因であると考えら

れます。 

  次に、09バイオマス活用推進事業につきましては、施設の消耗品や光熱水費、液肥・堆

肥の成分調査委託料、給食残渣の収集や施設の管理運営委託、生ごみ処理機のリース料等で

あります。生ごみの資源化につきましては、現在２台の肥料化装置となったことから、小・

中学校の給食残渣に加え、今年度から一般家庭の生ごみの受入れを開始しております。一般

家庭の生ごみの受入れについては、分別の徹底、受入れ方法の確立など課題が多かったため、
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まずは無料配布をしている液肥を利用している市民の方にモニターとして協力をお願いし、

昨年４月から、週３回の受入日にバイオマスセンターへの持込みによる生ごみの受入れを実

施しております。モニターの方々はしっかり分別されているため、受入れの作業員の手間も

軽減されていることから、昨年10月からはバイオマスセンター周辺の自治会へ受入れ範囲

を拡大しております。今後はさらなる受入れ範囲を拡大し、生ごみの資源化を図り、ごみの

削減も図ってまいります。財源内訳のその他85万8,000円につきましては、この後説明いた

します環境保全基金積立から充当をしております。 

  10ページをお願いいたします。 

  ８款土木費、４項都市計画費、３目下水道費、ナンバー02の合併浄化槽事業特別会計繰

出金につきましては、特別会計の合併浄化槽事業に繰り出すものであります。なお、合併浄

化槽事業の細かい内容につきましては、来週14日に行われる特別会計の審査の際にご説明

をさせていただきます。 

  最後になりますが、13款諸支出金、１項基金費、14目環境保全基金費、ナンバー01環境

保全基金積立につきましては、太陽光発電に関わる屋根貸しの使用料と基金の利子を積み立

てているところであり、同額を先ほど説明した９ページのバイオマス活用推進事業に充当し

ております。 

  以上、環境課関係の令和４年度当初予算、一般会計分につきましてご説明とさせていただ

きます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。所管は厚生環境常任委員会です。 

  質疑ございますか。 

  谷口委員。 

  マイクをお願いします。 

○委員（谷口和男君） ７ページの01環境保全事業で、観光教育・研修経費等41万7,000円で

すか。昨年度のところで減額になっていますけれども、これはどういう理由でしょうか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  天野係長。 

○環境保全係長（天野 真君） 昨年減額になった理由につきましては、新型コロナの感染によ

る事業の中止がありまして、そちらで早めに中止を決めたため、減額を行ったものであります。 
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○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） あと、同じところなんですけれども、地球温暖化防止啓発経費という

のがなくなっているんですけれども、これはどこか違うところに移るんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 天野係長。 

○環境保全係長（天野 真君） 申し訳ありません。昨年と表記のほう変えさせていただきま

して、環境教育・研修等経費の中にそちらが含まれているような形となります。 

○委員（谷口和男君） 分かりました。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 別件ですけれども、８ページの雑草除去対策事業で19万6,000円です

ね、これ環境課所管の場所ということなんですけれども、ちょっと一般質問で伺ったんです

けれども、こちらにはグリホサートを含むラウンドアップでしたか、ああいうものは使って

いないということなんでしょうか。 

〔「６ページの雑草除去。ナンバー13」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） ナンバー13。 

  酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） この雑草除去対策事業につきましては、個人が管理しているとこ

ろが空き地等になっていて、そのまま雑草が繁茂しているような状況のときに、市のほうが

所有者の方に管理をしっかりやってくださいということでお願いする事業になりますので、

市が直接やっているものではございません。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 市が直接やっているわけじゃないんですけれども、雑草の除去の仕方

についての指導とか、ただ除草剤をまけばいいだけなのか、あるいは刈り取るようにとか、

その辺のところの指導はどうなんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） あくまでも管理を徹底してくださいということで、除草剤の使用

を禁止するようなことは市のほうではちょっと言っておりません。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑はございますか。 
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  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ６ページの14狂犬病のところなんですが、野犬対策のほうは、これ

は一応予算ですので、まだ野犬がいるということですよね。どのぐらいの対策の内容になっ

ているんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 小田切係長。 

○生活環境係長（小田切 治君） 野犬対策、現在ほとんど野犬というものはいません。ただ、

飼っている犬が縄から外れて逸走しているというような犬の対策が今のところメインとなっ

ております。それらに伴うおりの修繕だったりだとか係留費、係留に伴う餌代等になります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 野良猫のことがここには載っていないんですけれども、問題としては

野良猫のあれがすごく今ありますよね。それの対策費というのはないんでしょうか。 

  それから、動物基金のことなんかもあるんですけれども、ここには市の予算ですから載ら

ないと思うんですが、野良猫の対策についてちょっと教えてください。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） まず、野良猫、飼い主がいない猫ということだと思いますけれど

も、まず先ほど言われた動物基金、こちらのほうを活用するように現在調査研究をし、市の

ほうがある程度ガイドラインを今策定をしたところであります。 

  この動物基金を活用するに当たっては、ボランティアでこういった活動、飼い主のいない

猫の不妊手術等を協力していただくボランティアの協力が不可欠でありますので、今、来週

ぐらいですかね、ちょうどボランティアの方々と私どもがまとめたガイドラインについて協

議を行う、そんなような状況になっておりますので、来年度から取り組んでまいりたいと考

えているところであります。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 前進しているということで期待したいと思います。よろしくお願いし

ます。 

  その下の身体障がい者用犬の狂犬病予防注射補助金というのは、これは盲導犬とかそうい

ったものなんでしょうか。この6,000円というのは１頭ということなんですかね。それどん

なふうになっていますか、その辺のところは。 

○委員長（清水正二君） 当局の答弁を求めます。 
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  小田切係長。 

○生活環境係長（小田切 治君） こちらの補助金につきましては、年間２頭分、１頭当たり

3,000円の補助を予定しておりまして、２頭分を計上させていただいております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） いるということですよね、２頭ね。 

  これ新しくとか、申請方式なんでしょうかね、自分が盲導犬いる場合には市のほうに言っ

ていくという感じでしょうか。どんなふうになっていますか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 補助金になりますので、申請をしていただければ対応するという

ことになります。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ８ページの05剪定枝の粉砕処理事業なんですが、粉砕処理のあると

ころ、場所は何か所ですか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 粉砕場所は２か所で、竜王の竜王地区、玉幡の玉幡中学校の北側

の処分地のところと、あと敷島の休養村センターのところ、２か所になります。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ちょっと双葉も前にあったかと思うんですが、要望は。場所がという

ことで、ないんだろうと思うんですけれども、あればいいということもよく聞くんですけれ

ども、その予定とか要望とかそういったところ、これからの予定とかないでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 各地区にあるのが望ましいとは考えているところですけれども、

まず双葉のほうというところで、今ちょうど木質バイオマス発電事業の関係で貯木場を民間

事業者のほうが整備しておりますので、そういったところに今、市が行っている市民の剪定

枝等を収集できないかというようなことは今、事業者と協議はしているところでございます。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ぜひそんなふうに持っていっていただきたいと思うんですけれども、

あまり細かい条件つけられちゃうと、なかなか持っていきにくくもなるかもしれないんです

が、その辺のところもよく相談して、今の敷島、竜王と同じような感じで持込みが普通の家
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庭もできれば大変ありがたいわけなんですが、そこはちょっと業者の人がそれでオッケーす

るかどうかというのはちょっとあれかなと思うんですが、その辺も話が進んでいるんでしょ

うか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） いずれにせよ、市全体として経費もかかることですから、有効的

にどのようにやっていくのが一番いいかということを今後検討して、適切な場所等にうまく

配置はしていきたいと考えているところです。 

○委員長（清水正二君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 現実的に今はちょっとそれがないわけですので、例えば双葉の人は、

敷島、竜王に同じように持っていっても、受け入れてはいただけるということでよろしいで

すよね。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 市民の方がどちらの場所に持ち込んでも処理はいたしております。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） ７ページの05の脱炭素社会のところですけれども、再エネ導入戦略

策定検討会議委員報酬とありますが、何名くらいの委員さんを任命するんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 予算上では、すみません、12名分という形で、委員としまして

は、まず行政機関として県のエネルギー政策課、こちらのほうはちょっと費用かかりません

けれども、こういった方々や、住民の代表、あとは経済、農業、林業、運輸等の関係団体の

方や、あとエネルギー団体とか金融機関、こんなようなところも含めた中で検討会を立ち上

げたいと今思っているところでございます。 

○委員長（清水正二君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 先ほど一般市民の方からとありましたけれども、その方たちは公募で

募集をするという形でしょうか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 今考えているのは、住民代表であれば自治会連合会とか、市の中

にある各種団体の中の代表の方に参画していただきたいと考えているところでございます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 
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  ほかに質疑ございますか。 

  なければ、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  金丸委員。 

○委員（金丸 寛君） すみません、３点ほどお願いします。 

  ６ページ、12番、環境美化事業補助金136自治体とありますけれども、これは均等割とい

いますか、決まった額を自治会さんに渡すのかどうか、基準等がありましたらお願いします。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） この補助金については、河川清掃や地区が環境美化活動をやって

いただいた場合にお支払いをする補助金になります。 

  補助金の基準といたしましては、年度当初、４月１日現在の住民基本台帳の世帯数、その

自治会の世帯数掛けることの250円プラス１万2,000円の均等割という形になっております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑。 

○委員（金丸 寛君） 続けていいですか。 

○委員長（清水正二君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） あと２つほどお願いします。 

  これは７ページ、01環境監視測定検査委託料、先ほどの説明だと水質と土壌というよう

なことをおっしゃいましたけれども、これ定点観測というのか、年度によって違う場所をや

られるのか、その辺をお願いします。 

○委員長（清水正二君） 天野係長。 

○環境保全係長（天野 真君） 定点観測及び地下水等につきましてはローリング調査といっ

て、毎年場所を変えて測っております。 

○委員（金丸 寛君） もう一点。 

○委員長（清水正二君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 04先進地視察及び関係機関協議等の旅費とありますけれども、これ

職員の方何人行かれて、和歌山のほう、現実に甲斐市のほうを手がける業者といいますか、

その業者がやられているということですが、ちょっと信頼性を心配される市民もいます。そ

の辺をしっかり見ていていただきたいと思いますけれども、派遣人数等をお知らせいただけ

たらありがたいと思います。 
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○委員長（清水正二君） 藤田係長。 

○バイオマス推進係長（藤田 充君） お答えいたします。 

  和歌山の視察につきましては、職員４人の視察を今、予算化させていただいております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） ぜひしっかり視察をしていただきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかに。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ６ページの環境美化事業ということで、河川清掃事業ということで、

これ前もこの委員会で話が出ているんですけれども、敷島地区の河川清掃の日にちが12月

の第１日曜ということでなっていて、前も何件か自治会から話があったんだけれども、暮れ

の12月の忙しい、特に寒いということを考えると、時期等を検討してはどうだという意見

も前聞いて、いつかこの委員会かどこかの委員会で話をした経緯もあるんだけれども、その

辺のところは何か市として検討した経緯があるかどうか教えてもらえますか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 今、議員さんが言われたように、一度この件についてお話を伺っ

ております。その際もお答えしたかもしれませんけれども、各地区の河川清掃については、

それぞれ竜王であれば環境課、敷島については敷島支所、双葉については双葉支所という形

で対応しておりますので、前回のお話も支所のほうにはお伝えしておりますので、またその

中で環境委員、また自治会長等と協議がされているものと考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ぜひその辺のところも、当然、担当が支所ということで、それは分か

らないじゃないんだけれども、やっぱり所管の課としても、その辺のところをきちっと支所

と連携を取りながら、やっぱり12月というのは、これは昔みんな農家が、ほとんど農家だ

ったのね。そうすると10月、11月は忙しいから、一段落した後のほうがということで河川

清掃を始めたんだけれども、今はほとんど農家が少なくなって、現状、環境がかなり変わっ

てきているというのも現実なので、その辺も十分考慮した中で今後検討をしてもらいたいと
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思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  その辺のところ、所感を再度。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 所管課として、改めて敷島支所と協議をしてまいります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

○委員（赤澤 厚君） もう一件、別件で。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 別件で、８ページの資源リサイクル推進事業、リサイクルステーショ

ンのところで、前ちょっと中で車の事故があったという経緯があって、ある程度報告を受け

たんだけれども、あそこへそのときに監視カメラつけたらどうだという提案もさせてもらっ

たんだけれども、やっぱりあそこは７時から夜の７時までかな、土日はずっといるんだけれ

ども、平日は昼間いないんだよね、11時頃から夕方まで、要は。そうすると、いろんなも

のを例えば持ち込まれたとか、いろんなきちっとした、あそこへ不法投棄といったらおかし

いかな、結構おかしなものを持ち込むということも聞いているんだよね。 

  そういったことを踏まえたときに、やっぱり防犯カメラつけるということを、事故防止に

もなるし、そういった啓発、いろんな資源のそういう持込みにも啓発運動になると思うんだ

けれども、その辺のところは検討していったらどうなのか、その辺はどうですか。 

○委員長（清水正二君） 小田切係長。 

○生活環境係長（小田切 治君） 平日の11時から３時までシルバーの方たちはいないんで

すけれども、いろいろなものをその間に置かれていくというのは報告は受けております。 

  それで、一応来年度、令和４年度から、12時から２時の間にまたシルバーの方に、その

時間帯、職員を配置してもらうよう、委託料をちょっと今回増額させていただいているとこ

ろであります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） そうすると、平日も今度もういないときはないということ、ずっと今

度は７時からいるという解釈でいいのかな。 

○委員長（清水正二君） 小田切係長。 

○生活環境係長（小田切 治君） 平日のいない時間帯につきましては、午前11時から12時

の１時間と午後２時から３時の１時間、合わせて２時間いなくなる時間帯があります。 
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  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） それなりの対応はしていただいているけれども、それは当然我々も感

謝するんですけれども、防犯カメラそんなに今かからないよね、値段的にもね。それで、い

ろんな関係上、あそこで事故も起きたというのが現実で、車が何か車止めにぶつけて壊した

という、前も報告を受けたんだけれども。 

  だから、そういったいろんなことを考えると、やっぱりあそこへ防犯カメラというのをや

っぱりつけておく必要があると思うんだけれども、その辺のところを今後検討してみてはい

かがかと思うんだけれども、その辺の所感、何かお考えはどうでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 検討をさせていただきます。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） よろしく。結局、不特定多数の人たちが来るところなんだよね、要は。

だからこそ、やっぱり防犯カメラとかそういうものを、やっぱり監視するということが必要

になると思うので、ぜひ前向きに検討してもらいたいと思います。これ要望で結構ですので、

よろしくお願いします。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ７ページの脱炭素社会推進事業、ここで再エネ導入戦略策定業務とあ

るけれども、その内容を少し説明してください。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） まず、再生可能エネルギーを有効的にどのように設定していくか

ということで、３年度、今年度に一応、現状今どのような市の状況があるかという調査、ま

た、市内に導入するに当たってポテンシャルがどういうものがあるか、太陽光以外とかにど

ういうものがあるかというような調査委託を今年度行いました。 

  その結果を踏まえ、４年度には地域の将来ビジョン、脱炭素シナリオとして、いわゆる今

回調査したものをどうやっていけば2050年に実質ゼロにできるかというようなことを今回

策定をします。その策定するに当たっては、検討委員会を立ち上げ、委員さんと議論する中
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で新たな、どうしても本市の場合だと太陽光が中心になってしまいますけれども、そういっ

た再生可能エネルギー等の導入を定めていくというような内容になります。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これどこへ委託するんですか。どういうところに委託をするのか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） すみません。コンサルに委託を出します。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今、そこの上のほうに検討会議を、検討委員は検討会議を設置してや

るということで、あと、その人たちがコンサルに対していろいろ意見を言ったりとかと、そ

ういう関連性を協議をする場というか、今後これを進めていく上でそういうものは当然ある

と思うんだけれども、その辺の連携はどうなっているんですか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） コンサルも交えた中で検討会議は行っていく予定でございます。 

○委員（内藤久歳君） 委員長、別件で。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ９ページのバイオマス活用推進事業の中で、先ほどの生ごみの処理の

件で週３回モニターですか、をやっていると。その後、周辺自治会にも拡大をしてやってい

くというような説明があったんだけれども、それについては、拡大する自治会というのはど

の辺の自治会を拡大していくんですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） バイオマスセンター周辺ですので、中八幡とかあの辺一帯に、今、

週３回やっているのでぜひ持ち込んでくださいということで10月から行っております。広

報に載せてなので、４月ちょっとえらいかもしれませんけれども、今度は市内一般市民の方

にバイオマスセンターへ持ち込んでいただければというようなお知らせをしてまいる予定で

す。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今の説明で、バイオマスセンターへ持っていったときに、受入れ態勢

として想定はなかなか難しいと思うんだけれども、一気に大勢ばっと持ってきたとか、そう

いう受入れ態勢について大丈夫なの。 
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○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 今年度当初やったときは、シルバー人材センターの方に受入れを

やっていただいております。まず、モニターとして液肥を無料配布で来たい方をまずやって、

どのぐらいの分別がちゃんとされているか、その受入れにどのように時間であったり手間が

かかるかという実験というか、それを行った上で現在に至っておりますので、持込み、市民

の方がどれだけ持ってきていただけるか、ちょっとまだ分かりませんが、今の状況であれば

対応できると考えて、そのように今後、一般市民を受け入れる体制を取ったところです。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ごみを分別して処理するというのは非常に大事なことだと思うんだけ

れども、それで徐々にモニターやって、またそれを市民に広げてだんだん分別をやっていく

ということは、将来的には非常に、燃えるごみの中に生ごみが入っていて、処理にお金がだ

んだんかからないようにするというのが大きな目的と、脱炭素ということにもつながるとい

うことなんだけれども、それについて今後どんな形で将来スケジュールというか、構想的に

は全面分別のできる形にするのが一番望ましいことだと思うんだけれども、将来的にはどん

な流れを想定しているんですか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） なかなか実現は難しいかもしれませんが、拠点回収として今のリ

サイクルステーションみたいなところに持ってきていただいて、それをバイオマスセンター

のほうで処理するということが望ましいとは思っていますが、費用面やいろんなことからな

かなか厳しいところはあると思いますので、まずは市民の方にご協力いただく中でセンター

持込み、こちらのほうにご協力いただきたいと考えているところでございます。 

○委員（内藤久歳君） オッケーです。以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） ちょっとお聞きしたいんですけれども、ここのどこに入っているの

か分からないんだけれども、環境整備という意味合いで、昔から野焼き、昔でいう芝焼きか、

があるんですけれども、今それどういうような状態になっているんですか、市全体としては。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 芝焼きについては、所管が防災管理課になろうかと思います。環

境課が対応していますのは、市民の方が野焼きというかを行った場合に指導を行うというこ
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とはしているところでございます。 

○委員長（清水正二君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 環境課で指導するというのはどういうことですか。 

○委員長（清水正二君） 天野係長。 

○環境保全係長（天野 真君） 市民より野焼きの通報があった場合に、周りの方の迷惑にな

っているような状況であれば、消火のほうをお願いしているところであります。 

○委員長（清水正二君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 要は野焼き、この環境整備、この河川清掃にしろ、ここに６ページ

の雑草除去の対策事業にしても、みんな野焼き、昔でいう芝焼きやっていたのと関連がみん

なあるわけよね、これ。 

  現実に双葉地区に限って言えば、大体２月の初めの日曜日が大体やるようになっているん

だけれども、農家の人が対象とかと最初はなっていたんだけれども、今はそうでもないんだ

よね、河川敷とか、ここにある河川清掃とかという部分も野焼きで処理している場合もある

わけですよ。 

  だから、そういうものをやっぱり市として、昔はこの議会の中でも結構芝焼きに関しては

いろいろ議論があったところなんだけれども、ぜひそういうことも環境整備には僕は必要だ

と思うんです。そういうものをやっぱり、今、課長は防災管理のほうでのようなことを言っ

たけれども、やっぱり環境にも関係することだから、どっちでもいいんだけれども、どこで

やろうが、市としてやっぱりそういう対応をしていただいて、きちっとした、今は何か自治

会から市のほうへ申告して、野焼きをやるとかやらないとかなんていうような、何かあやふ

やなことしか今やっていないようだから、それをきちっと全体としてやれるような対策をや

っぱり取ってもらいたい。 

  決して、野焼き、芝焼きが近所に迷惑になるということも多少はあるかもしれないけれど

も、そればかりじゃないんだよね。その辺のやっぱり感覚というのはどういうふうに感じて

いますか。 

○委員長（清水正二君） 長田部長。 

○生活環境部長（長田裕二君） 有泉委員のご質問ですが、現状的には今、自治会の自主的な

事業というような形で、自治会から上がった場合は自治会の責任において事業を行っている

というような状態になっております。 

  有泉委員のおっしゃるとおり、河川のそういう雑草とかその辺も含めて、環境問題も関連
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すると思いますので、ちょっと今後、芝焼きの関係については、担当課がどこになるのか、

ちょっと今のところは担当ないというような形ですので、今後どんなふうに関わっていくの

か、ちょっと担当課を決めたりとか今後検討をさせていただきたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） ぜひ、いろいろなところに関係することなので、今現実に現在、自

治会を通してやっているようだけれども、消防団なんかも出てくれているんですよ、芝焼き

をやるときには。だから、そういうことも今、部長が言ったようにいろいろ関係するので、

ぜひ検討していただいて、やっぱり市として方向性をきちっと決めてもらいたい。そうすれ

ば環境にもいいし、いろいろな面でまたいいこともあるんだろうと思いますので、ぜひ協議

をしていただいて、しっかりした指針を出していただきたい。よろしくお願いします。 

○委員長（清水正二君） 要望でよろしいですか。 

○委員（有泉庸一郎君） はい。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ６ページの14番の身体障がい者用犬の狂犬病ということなんですけ

れども、これ２頭分ということなんですが、これは２頭分しか申請がないから２頭分なんで

すか。 

○委員長（清水正二君） 小田切係長。 

○生活環境係長（小田切 治君） 例年２頭の申請を毎年受けておりますので、来年度につき

ましても２頭分の予算を計上させていただいております。 

  また、これ以上もし申請者があれば、補正等によって対応させていただければなと考えて

おります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。 

  じゃ、次の15番の犬猫不妊の補助なんですけれども、これは、この利用の推移というか

その辺はどうなんでしょう。毎年同じぐらいな予算みたいなんですけれども。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） そうですね、３年度と同じ予算を今年度も計上させていただいて

います。２年度の数字になりますけれども、２年度で犬が合計で149頭、猫が226頭、合計
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で375件の不妊去勢手術を行っております。支出額としましては約190万円ほどにはなりま

すので、予算の状況、申請の状況を見ながらまた対応してまいりたいと考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） これ皆さん飼い猫ですよね。ちょっと聞きますと、まだ飼い猫でも避

妊させないで毎年のように子供を産んでいるという方が結構いるんですけれども、やっぱり

そういう方に向けて、結構そういう方も外に出したりとか平気でしているので、そういった

部分の指導というか、そういうのはどういうふうにやっていますか。 

○委員長（清水正二君） 酒井課長。 

○環境課長（酒井厚志君） 基本的には猫も室内飼いということになっておりますので、飼い

主の方のモラルに基づいて対応していただきたいと考えているところでございます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

○委員（加藤敬徳君） すみません、もう一点。 

○委員長（清水正二君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ちょっと飛びまして、９ページの09、生ごみ処理機のリースという

のがあるんですけれども、これ何台ぐらいリースしているんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 天野係長。 

○環境保全係長（天野 真君） 現在、堆肥装置１台をリースしております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） １台というのは、１台しか要望がないからですか。 

○委員長（清水正二君） 天野係長。 

○環境保全係長（天野 真君） 処理機自体は２機ありますが、そのうち１機につきましては、

リース期間終了しまして市の持ち物となっておりますので、リース料は発生しておりません。 

○委員（加藤敬徳君） 市のほうのリースということですね。そういうことですね。分かりま

した。すみません。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

○委員（加藤敬徳君） すみません、ちょっと家庭用かと思って聞いたんですけれども。 

○環境保全係長（天野 真君） すみません、こちらにつきましては、甲斐市のバイオマスセ
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ンターに置いてある大きい生ごみ処理機のリース料になります。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。すみません。 

○委員長（清水正二君） 先ほど言っているあれですから。 

〔「ちょっと１回手を挙げて」と呼ぶ者あり〕 

○委員（加藤敬徳君） じゃ、もう一回。すみません。 

○委員長（清水正二君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） こちらは一般の家庭向けのリースかと思って聞いたんですけれども、

違うということですね。 

○委員長（清水正二君） 違います。 

  その件、先ほども説明の中にありましたので。よく聞いておいてください。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ質疑を終了いたします。 

  これで４款衛生費、２項環境衛生費から３項清掃費及び８款土木費、４項都市計画費並び

に13款諸支出金、１項基金費のうち環境課所管分についての質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩をいたします。 

 

休憩 午前１０時２４分 

 

再開 午前１０時３５分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  次に、６款農林水産業費、１項農業費から２項林業費及び11款災害復旧費、１項農林水

産施設災害復旧費並びに13款諸支出金、１項基金費のうち農林振興課所管分について説明

を求めます。 

  山岡農林振興課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） ご苦労さまです。 

  それでは、農林振興課の令和４年度当初予算につきましてご説明をさせていただきます。 

  予算参考資料につきましては、ナンバー７の１ページからよろしくお願いをします。また、

予算説明書につきましては90ページからとなりますので、よろしくお願いをしたいと思い
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ます。 

  それでは、初めに、６款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費、01農業委員会

費につきましては、予算額1,176万円で、財源内訳は、国県支出金として農業委員会補助金、

残りは一般財源となります。事業の概要は、農業委員19人及び農地利用最適化推進委員15

人の報酬ほか、農地利用状況調査に係る経費、農地情報システム保守経費、県農業会議等へ

の法令外負担金などでございます。 

  次に、２目農業総務費につきまして事業別にご説明をさせていただきます。 

  まず、01農林業関係職員費につきましては、予算額１億2,025万5,000円で、財源内訳は、

国県支出金として農業委員会補助金、その他農業者年金業務事務委託事業収入と農地中間管

理機構業務委託費、残りは一般財源でございます。内容は、農林振興課職員17人分の人件

費でございます。 

  次に、10農業庶務費につきましては、予算額277万1,000円で、財源内訳は、その他とし

て農業振興地域農用地証明手数料、残りは一般財源となります。事業の概要は、農政協力員

への報酬のほか、農業振興事務に係る経費と農業関係団体への法令外負担金等でございます。 

  次に、50産業振興部公用車維持管理事業につきましては、予算額66万5,000円で、財源内

訳は全て一般財源となります。令和３年度機構改革に伴いまして、産業振興部が新設をされ

たことにより、今年度、令和４年度から農林振興課と商工観光課の公用車４台分の維持管理

費を別として計上させていただいたものでございます。 

  続きまして、２ページお願いします。 

  ３目農業振興費につきまして事業別にご説明をさせていただきます。 

  01農業振興地域整備事業につきましては、予算額559万円で、財源は全て一般財源となり

ます。事業の概要は、農振整備推進協議会委員９人分の報酬とおおむね５年ごとに実施する

農用地利用計画の見直しに伴う農業振興地域整備計画基礎調査業務委託料を計上をさせてい

ただいております。 

  次に、04農業資金事業につきましては、予算額１万円で、財源内訳は、国県支出金とし

て雪害緊急対策事業費補助金、残りは一般財源となります。事業の概要は、平成26年２月

に雪害に伴う緊急経営安定化支援対策資金２件分の利子の補給でございます。 

  次に、05自立経営体確保、育成促進事業につきましては、予算額1,305万円で、財源内訳

は、国県支出金として農業次世代人材投資事業費補助金、残りは一般財源となります。事業

の概要は、双葉農業振興会や棚田等農耕文化保存協会への補助金のほか、農業次世代人材投
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資事業費補助金として８名分の補助金を計上させていただいております。 

  次に、06地産、地消事業につきましては、予算額879万3,000円で、財源内訳は全て一般

財源となっております。事業の概要は、地産地消に係る農業振興事業補助金として、学校給

食米の補助金ややはたいも作付などの補助金、また今年度より農業者のニーズに応じた保険

制度を利用し、安心をして農業経営ができる状況をつくるため、新たに収入保険の保険料補

助を追加したものでございます。 

  ３ページをお願いします。 

  07有害鳥獣捕獲等対策事業につきましては、予算額957万9,000円で、財源内訳は、国県

支出金として特定鳥獣適正管理事業費補助金と鳥獣被害防止総合対策事業補助金及び土地改

良事業等補助金、残りは一般財源となります。事業の概要は、有害鳥獣による農作物への被

害を防止するための諸経費で、管理捕獲に対する報償費や鳥獣害防止柵の修繕、鳥獣害防止

対策協議会運営補助金及び新規狩猟免許取得への補助、鳥獣害防止柵設置工事などでござい

ます。 

  次に、10竜王土地改良区事業につきましては、予算額624万2,000円で、財源内訳は全て

一般財源となります。事業の概要は、竜王土地改良区の運営管理に係る経費を補助金として

交付するもので水配委員23名の報酬、臨時職員１人分の賃金、水神祭の経費、頭首工保守

委託、重機借上料などであります。なお、令和４年度は総代選挙の年ということで、選挙経

費を加算しております。 

  次に、11一般農業振興費につきましては、予算額168万1,000円で、財源内訳は全て一般

財源となります。事業の概要は、市内の農業用給水栓水道料や公用車の維持管理費などの農

業用施設維持管理等経費や災害対策時の重機借上料などでございます。 

  次に、14甲斐市農業活性化事業につきましては、予算額335万円で、財源内訳は、その他

としてハウス施設の貸付収入、残りは一般財源となります。事業の概要は、市内における農

業振興を図る経費としてサツマイモの栽培管理費、焼酎「大弐」の製造に伴う経費などを甲

斐市農業活性化協議会へ補助として交付するものでございます。 

  次に、15経営所得安定対策推進事業につきましては、予算額123万3,000円で、財源内訳

は、国県支出金の経営所得安定対策推進事業費補助金でございます。事業の概要は、臨時雇

用する職員の経費と一般事務でございます。 

  ４ページお願いします。 

  次に、16日本型直接支払事業につきましては、予算額2,161万3,000円で、財源内訳は、
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国県支出金として日本型直接支払事業交付金、残りは一般財源となります。事業の概要は、

中山間地域における農地の遊休化防止対策として20集落へ交付している交付金、農業者な

どで組織をする３活動組織へ交付している多面的機能支払交付金、環境保全型農業直接支払

金として２団体への補助などを計上させていただいております。 

  次に、17農地集積・集約化対策事業につきましては、予算額40万円で、財源内訳は、国

県支出金の農地集積・集約化対策事業費補助金となります。事業の概要は、農地の借受けに

伴う伐根作業や農地整備を行う借受農業整備事業への補助金でございます。 

  次に、18地域おこし協力隊費につきましては、予算額1,334万4,000円で、財源内訳は全

て一般財源となります。事業の概要は、隊員３名分の報酬及び活動経費、賃貸住宅や車両借

上料などでございます。また、起業支援事業補助金としまして、令和４年度末に退任をする

隊員の１名に当たる市内起業した場合に交付する補助金の計上をさせていただいております。 

  次に、20農業集落排水事業特別会計繰出金につきましては、予算額784万5,000円で、財

源内訳は全て一般財源となります。事業の概要は、下水道事業への繰出金となります。 

  ５ページをお願いします。 

  次に、31自然休養村管理センター維持管理費につきましては、予算額516万6,000円で、

財源内訳は、市債は合併特例債、その他として使用料及び手数料の管理センター使用料、残

りは一般財源となります。事業の概要は、センターの維持管理経費として管理消耗品や光熱

水費、施設の法定点検委託料、また今年度は屋上防水工事費を計上をしております。 

  次に、32八木羽湖公園等維持管理費につきましては、予算額234万3,000円で、財源内訳

は、その他として使用料及び手数料、残りは一般財源となります。事業の概要は、公園等の

維持管理経費でありまして、管理消耗品、光熱水費、公園清掃業務委託料などでございます。 

  次に、４目畜産費につきましてご説明いたします。 

  01畜産振興費につきましては、予算額９万9,000円で、財源内訳は全て一般財源となりま

す。事業の概要は、家畜伝染病等の予防対策に係る経費でありまして、伝染病予防用薬品等

の購入費や畜産協会への会費などでございます。 

  ６ページをお願いします。 

  ５目農地費につきましてご説明をさせていただきます。 

  01土地改良事業につきましては、予算額5,185万3,000円で、財源内訳は、国県支出金と

して農業基盤整備促進事業補助金、特産農産物生産支援整備事業補助金、市債は合併特例債、

その他の諸収入の土地改良施設維持管理適正化事業交付金、残りは一般財源となります。事
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業の概要は、土地改良施設維持管理適正化事業として水路１路線の改修工事、農業基盤整備

促進事業として水路１路線の委託及び改修工事、また、特産農産物生産支援整備事業として、

畑かん揚水機場取得ポンプ更新工事を予定をしております。また、工事後の土地分筆登記業

務委託、工事に伴う拠出金や賦課金等も計上をしております。 

  次に、03県営土地改良事業につきましては、予算額7,187万1,000円で、財源内訳は、国

県支出金として双葉北部地区圃場整備事業における県営土地改良事業委託金、市債が合併特

例債、公共事業債及び防災・減災国土強靭化緊急対策債、その他が圃場整備事業受益者負担

金、残りは一般財源となります。事業の概要は、県営広域営農団地農道整備事業の茅ヶ岳東

部広域農道整備事業への負担金や、県営土地改良中山間総合整備事業の双葉北部圃場整備事

業等への負担金、県営かんがい排水事業の楯無堰改修への負担金、今年度新たに防災重点農

業用ため池緊急整備事業の伊豆の宮、久保入、大久保のため池への負担金、その他土地改良

事業団体連合会への事業賦課金でございます。 

  ７ページお願いします。 

  04農林業施設維持管理事業につきましては、予算額2,606万7,000円で、財源内訳は、全

て一般財源でございます。事業の概要は、茅ヶ岳土地改良連合へのかんがい排水施設維持管

理負担金等農業用施設の維持管理に係る経費、農道未登記の解消に係る分筆登記等業務委託、

また、茅ヶ岳東部広域農道等の維持管理経費、ため池施設等の維持管理経費などでございま

す。 

  次に、05土地改良区施設改修事業につきましては、予算額770万円で、財源内訳は、市債

が合併特例債、その他が高岩頭首工復旧事業関連自治体負担金、残りは一般財源となってお

ります。事業の概要は、農業用河川工作物等応急対策事業に基づく高岩頭首工事業に伴う国

土交通省への河川占用申請時業務委託費や負担金となっております。 

  次に、６目中北部活性化事業についてご説明をさせていただきます。 

  まず、01中北部活性化事業につきましては、予算額2,047万5,000円で、財源内訳は、そ

の他として使用料及び手数料の滞在型市民農園使用料及び日帰り型市民農園使用料とクライ

ンガルテン基金繰入金となっております。事業の概要は、甲斐敷島梅の里クラインガルテン

施設の維持管理に係る経費であります。施設修繕料、指定管理料、農園借地料などでありま

す。 

  ８ページお願いします。 

  次に、２項林業費、１目林業振興費についてご説明をさせていただきます。 
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  01林業振興費につきましては、予算額562万2,000円で、財源内訳は、その他として森林

管理基金繰入金、残りは一般財源となります。事業の概要は、林地台帳管理システム保守委

託のほか、国から交付をされている森林環境譲与税を活用した森林所有者への経営管理意向

調査のための業務委託、森林組合経営基盤強化事業補助金や法令外負担金でございます。 

  次に、02松くい虫防除対策事業につきましては、予算額781万7,000円で、財源内訳は、

国県支出金として県支出金の松くい虫被害対策事業費補助金及び防除事業費補助金、残りは

一般財源となります。事業の概要は、松くい虫による被害木の処理に係る経費で、松くい虫

防除事業委託料や昇仙峡の松の緑を守る会負担金などでございます。 

  次に、２目治山林道費についてご説明します。 

  02林道費につきましては、予算額8,430万6,000円で、財源内訳は、国県支出金として県

支出金の林道改良事業費補助金、市債の公共事業債と合併特例債、残りは一般財源となりま

す。事業の概要は、林道の改良工事費のほか、重機借上料、事務消耗品などであります。ま

た、安寺沢林道において、令和３年度より落石防止のための工事を実施しており、今年度も

引き続き工事費を計上をさせていただいているところでございます。新規事業として、漆戸

線の測量設計委託を実施をし、それに伴う舗装工事を計上させていただいております。また、

令和３年度実施した千田橋の改修に向けた詳細設計業務に伴う今年度の工事の実施、さらに

大川橋の補修詳細設計業務委託を今年度計上させていただいております。 

  次に、03治山費につきましては、予算額17万円で、財源内訳は全て一般財源となります。

事業の概要は、災害時等における重機借上料、原材料費などでございます。 

  10ページお願いします。 

  次に、11款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧費につ

いてご説明いたします。 

  予算説明書は132、133ページとなります。 

  01現年度農林水産施設災害復旧費につきましては、予算額50万円で、財源内訳は全て一

般財源となります。事業の概要は、緊急災害時の復旧工事費、重機借上料でございます。 

  次に、基金関係予算についてご説明させていただきます。 

  予算説明書は134ページから137ページとなります。 

  初めに、13款諸支出金、１項基金費、４目渇水対策施設建設等基金費、01渇水対策施設

建設等基金積立につきましては、予算額4,000円で、財源内訳は、その他として渇水対策施

設建設等基金の利子でありまして、基金への積立金となります。 
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  ５目中山間ふるさと・水と土保全対策基金費、01中山間ふるさと・水と土保全対策基金

積立につきましては、予算額2,000円で、財源内訳は、その他として財産収入の中山間ふる

さと・水と土保全対策基金の利子でありまして、基金への積立金となります。 

  次に、11目クラインガルテン基金費、01クラインガルテン基金積立につきましては、予

算額242万4,000円で、財源内訳は、その他として使用料及び手数料のクラインガルテン入

会金及び滞在型市民農園使用料、財産収入のクラインガルテン基金の利子となっております。 

  最後に、16目森林管理基金費、01森林管理基金積立につきましては、予算額1,285万

1,000円で、財源内訳はその他の森林管理基金の利子、残りは一般財源の森林管理基金積立

金でございます。 

  以上が農林振興課の令和４年度当初予算の内容となります。よろしくご審議お願いしたい

と思います。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  ここから所管は建設経済常任委員会に移ります。 

  では、質疑ございますか。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） 何点かお聞きしたいと思います。 

  まず、１ページの農業総務費の中の10の農業庶務費の中で、農政協力員の報酬とありま

すけれども、農政協力員は今何人ぐらいいるんですか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 地区としまして133、地区に１人ずつで133人です。 

○委員（秋山照雄君） ありがとうございます。 

  続いていいですか。 

○委員長（清水正二君） はい、続けて。 

○委員（秋山照雄君） それから、３ページの有害鳥獣補助関係ですけれども、管理捕獲の数

は何頭ぐらいを予定していますか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 有害鳥獣対策事業の上から２番目の管理捕獲報償費というと
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ころでよろしいでしょうか。 

○委員（秋山照雄君） はい。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 鹿、イノシシを150頭予定しております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） それから、６ページの01の土地改良事業で、土地改良施設維持管理

適正化事業の中で、改修水路が１か所と言いましたけれども、これはどこの水路かちょっと

お尋ねしたいですけれども。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 改修箇所につきましては、竜王３区の水路、水漏れが激しく

て、Ｕ字溝等の入替えをする工事でございます。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） あとその下の（臨）特産農産物生産支援整備事業、畑かんの揚水ポン

プと言いましたけれども、このポンプどこにあるポンプかちょっとお聞きしたいんですけれ

ども。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） このポンプにつきましては、睦沢の中村地区に菩提地区整備

組合からの要望がございまして、点検をさせていただいた結果、地下からポンプをくみ上げ

て、パイプによりまして、各畑に水を配水するポンプなんですが、もういつ止まってもおか

しくないということの中で、今回の補助金を使いまして整備をさせていただくところでござ

います。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） そのポンプについて、補助金とか何とかはあるんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 県単の補助金がありまして、対象経費の50％が補助金でつ
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きます。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） それから、その03の中の県営土地改良事業の中の（新）のところで、

防災重点農業用ため池緊急整備事業負担金とあるんですけれども、どのような整備をするか

ちょっと教えてください。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） ため池につきましては、甲斐市におきまして、後沢を含めて

10ため池がございます。市で調査をさせていただき、その結果、全ため池につきまして、

耐震能力が低いという結果が出ておりました。その関係で、後沢、龍地、泉につきましては、

工事のほう完了しておりまして、今回のこの防災重点農業用ため池緊急整備事業、この補助

金をいただく中で、この事業規模にもよりますが、今回この３つのため池を整備をしていき

たいと思っております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ２ページの上ですが、01の農業振興地域整備計画基礎調査業務委託、

これ内容もう少し教えてください。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） この基礎調査につきましては、今回この農振整備推進協議会

というのは、基本的に農振の除外とか、そういったものの除外の審査をする事業でございま

して、毎年毎年農振除外の関係の調査をしながら、農振の除外を外しているところでござい

ますが、総合見直しとして５年に見直しをするという中で、そういったことも含めながら、

全体的な見直しを今回調査をし、来年計画を策定していきたいと考えておりますので、よろ

しくお願いします。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 確認で２点ほどお願いします。 
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  ６ページの03県営土地改良事業で、先ほどの秋山委員の質問の確認ですけれども、ため

池の緊急整備工事ということで３か所ですけれども、それが金額が約400万ということで、

内容的には大々的にやるということじゃなくて、ある程度のひび割れとか、そんなことです

か。ちょっと工事内容が分かりましたらお願いしたいんですけれども。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 令和４年度の工事費、これ負担金ですので、工事費として

3,600万を持っておりまして、令和４年から令和８年の５年をかけましてこの３つのため池

の工事をしたいと。 

  内容につきましては、堤体の改修、何といいますか、水がたまっている、右のこの山にな

って水を止めている、ここの部分を水が漏れそうになっているところをちゃんとした堤体に

していきたいという工事が基本の工事だそうです。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 分かりました。ちょっと年数がかかって年度をまたいでやるというよ

うな意味合いもあるわけですね。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 令和４年から令和８年の５年をかけてやる計画でございます。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 質問であります。 

  ９ページになります。最後になります。確認ですけれども、02の林道業の中で、漆戸橋

の舗装工事ということと漆戸橋の測量設計業務委託、これが一緒にあるんですけれども、本

来なら設計委託をして舗装するんですけれども、同じ場所ということですか、同じ場所を来

年度、次年度に設計委託と舗装工事をしてしまうという意味ですか。そこのところの確認で

す。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） そのとおりでございまして、今年度、先に設計業務委託をし

て、舗装になりますので、漆戸の自治体の上になりますが、そちらを300メートルほど舗装

していくという工事でございますので、１年で設計工事のほうができるということで、今年

度１年間でやらさせていただきます。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 



－208－ 

○委員（藤原正夫君） では、その下の千田橋は今年度設計ということで、令和４年度に工事

にかかるということでいいということ。その下の、すみません、最後です。この大川橋の補

修詳細設計委託なんですけれども、この大川橋という場所はどこですか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） まず、最初の質問ですが、林道の橋梁の工事につきましては、

昨年、千田橋ですね、令和３年度に設計をさせていただき、今年度それに伴う工事でござい

ます。 

  大川橋につきましては、令和４年度に設計をし、５年度に工事ということで、橋につきま

しては、県道を睦沢から清川まで上がっていく自治体に入る手前の右に橋があるんです。何

というのかな、最後の自治体、広がるところあるじゃないですか。ずっと上っていって、山

を越え、最後に清川の自治体が広がる左カーブのそのちょっと下の右に橋があるんですが、

ちょっとすみません説明不足で、そこになります。 

○委員（藤原正夫君） はい、了解しました。ありがとうございます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  すみません、一問一答でお願いいたします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ２ページの真ん中ですが、05の農業次世代人材投資事業費補助金８

名分と言いましたが、少し内容を教えてください。 

○委員長（清水正二君） 大柴係長。 

○農林総務係長（大柴宏之君） こちらの事業なんですけれども、新規就農者のために出す資

金になっておりまして、令和３年度におきましては新規４名の方、今まで受けられた方も含

めまして、一応令和３年度８名分ということで計上させていただいております。この資金を

基に５年間の期間で自立した農業を営んでいくことを目的としたような事業になっておりま

す。 

〔「令和３年なってる、令和４年……」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） 訂正します。 

  大柴係長。 

○農林総務係長（大柴宏之君） 令和４年度に８名分、現在受けられている方が継続されてい

る方と新規の方の分を含んでおります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 
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  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ４ページですが、地域おこし協力隊員３名と言いましたが、今まで累

計何人いるんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 累計で５名でございます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） すみません、同じく４ページの地域おこし協力隊員のことなんですけ

れども、企業支援事業費補助金なんですけれども、来年度新たに新規事業を起こす方がいる

のか、またどんな事業なのか、分かったら教えていただきたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 今うちに地域おこし協力隊が２名おりまして、今年度で終わ

る方が１名います。その方が起業していくということで、内容につきましては、ネギをやっ

ていきたいということで、補助金を出してやっていただく形になります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 何点かお願いします。 

  ２ページの05棚田等農耕文化保存協会補助金50万とありますけれども、棚田のほかに農

耕文化保存という範疇に入っている何か団体そのほかにありますでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） すみません、ございません。棚田保存会だけでございます。 

〔「のみ」と呼ぶ者あり〕 

○農林振興課長（山岡広司君） はい。 

〔「じゃ、等は要らないですね」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） お願いします。 

  その下06有機質導入事業補助金、これは有機肥料の補助金だと思いますけれども、それ
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で間違いないでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 有機肥料導入補助金は、農協から購入をした有機肥料に対し

まして補助を出しているということですので、そのとおりでございます。 

○委員長（清水正二君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） その内容をちょっと詳しく。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 補助内容なんですが、単価が400円を限度にしておりまして、

経費の３分の１、40袋までということで補助を出しております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 先ほどの協力隊員に関して、累計５名ということで、ぎゅぎゅっとね

ぎをやりたいという人も出てきているということですが、定着といいますか、甲斐市に過去

いらっしゃって、甲斐市へ定着している実績というようなものがありましたらお願いします。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 先ほど地域おこし協力隊、一応５名は受入れたんですが、１

名は途中で脱落というか、辞めてしまいました。卒業した人が２名おりまして、その２名が

ネギの関係ともう一つが桑の関係で、今起業しております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） いいですか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） ６ページの先ほど水路、農業基盤整備促進事業というところで伺った

かと思いますけれども、竜王３区どの辺の地域か分かりますでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 申し訳ございません。細かい場所はちょっと今把握しており

ませんので、後でご報告させていただきます。 

○委員長（清水正二君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） これは７ページ、04農道・水路等維持補修事業1,700万から予定され

ていますけれども、何か所くらい今年度は予定されていますでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 
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○農林振興課長（山岡広司君） 何か所とはちょっとまだ把握していないんですが、今年度要

望があった場所について、予算の範囲内で優先順位をつけてやっていきたいと思っています。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） みんな聞いていただいたので、私は１つ、２つになります。 

  まずは５ページの休養村センターの改修のことです。屋上防水工事が450万という形にな

ります。大分老朽化していて、いろいろなところ補修しなきゃならんということで、去年も

１か所何かやったような気がします。今年は、今回は450万屋上ということなんですが、ど

のような工事になりますか。 

○委員長（清水正二君） 長田係長。 

○（敷島支所）環境土木係長（長田 茂君） 休養村センターにつきましては、昭和55年か

ら建築初めまして２年間ぐらいで完成したわけですが、４年に一遍の特殊建物の定期検査に

よりまして、令和２年度に行った調査で、屋上の防水シートが一部剥がれておりましたので、

防水機能がかなり低下して、浸水の時間を早めに直すということで、防水シートの貼り替え

とそれに伴います防水の特殊塗料の塗布を予定しております。 

○委員長（清水正二君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） じゃ、まだ水漏れまではしていないということですか、状況的には。 

○委員長（清水正二君） 長田係長。 

○（敷島支所）環境土木係長（長田 茂君） 目に見えて建物の中の天井に染みが出るとか、

建物の外側に水の染みが出ているようなところは、まだ現状確認はされておりませんけれど

も、多少やはり施設のコンクリートの構造物内にしみ込んでいることは確かだということで、

工事をする予定といたしております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） ここの休養村センターは、年々いろいろ改修しなきゃいけないんです

けれども、まだ今後改修しなきゃならん箇所というのは出てくるんですか。 

○委員長（清水正二君） 長田係長。 

○（敷島支所）環境土木係長（長田 茂君） 定期検査は４年おきに法改正でなりましたので、

そのたびと、あとは利用している方の利用状況、また使い勝手等もよりますけれども、やは
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り設備系、電気の照明とか、あとはトイレのほうの水回り等につきましては、やはり経年劣

化というものがありますので、随時必要に応じて対応していくというような形で、長寿命化

を図りながらということで施設管理計画もありますので、その中で適宜対応していきたいと

考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） あと１点だけです。 

  ７ページの04の先ほど金丸委員が聞いたところなんですが、農道・水路等維持補修事業、

これが去年より900万ぐらい減っているんですよね。去年大きなものがあってこうなったの

か、この辺の予算減というのは、何か原因がありますか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 900万円ほど減になったのは、昨年度、農道の橋梁、西原橋

という橋の設計委託を出しまして、その分900万円ほどが減額となっております。 

○委員（五味武彦君） 了解です。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 先ほどの金丸委員の場所なんですが、クリーニング屋さんが

あるかと、クリニックさんもあるとは思いますが、クリニックの南のほう下ったところを改

修します。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか、所管の委員。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） それでは、所管の委員の質疑を終了いたします。 

  これから所管以外の委員の質疑を受けたいと思います。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ２ページの06ちょっと細かいんですけれども、焼酎山県大弐原材料

補助金が昨年度64万から40万に減額されているんですけれども、これは購入量が減るとい
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うことなんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 購入量といいますか、畑を作っていただく方に原材料として

補助をするんですが、数を多少少なくしているところでございます。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ３ページの10の竜王土地改良区事業で、何か焼酎大弐用の原材料、

これを何か増やすような感じに聞こえたんですけれども、昨年も何か黄金千貫の作付をしま

せんかというキャンペーンみたいなのをされていたんですけれども、購入は減らすというこ

となんですか、作付は増やして。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 作付も原材料が減るから減ります。昨年度も2,100本作った

んですが、売上もなかなか伸びておらず、多少伸びているんですが、在庫も抱える中で、ま

ず原材料を減らして、製造量も多少なりと減らしてるという形で金額を下げております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） １点だけ聞いておきたいんですけれども、６ページ、県営土地改良区

の茅ヶ岳広域農道の今年度また予算が計上してあるけれども、これのちょっと内訳を教えて

もらえますか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） 茅ヶ岳東部の農道につきましては、今現在も３か所ほど契約

ができておりません。今回のこの金額については、その契約ができていないところですが、

橋を架けるところが１か所あるんですが、そこの橋台と橋脚、脚の部分を進めていくという

ことで、その分の金額を載せさせていただいているところでございます。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） この道路、大変本当に所管の皆さん方苦労して、地権者へかなりいろ

いろな中で話合い持って、なかなか思うようにいかないということで、県のほうもかなり、

県の事業ですから、市の地権者ということで頑張ってくれているんですけれども、かなり事

業も遅れているので、今後、県のほうの考えというか、その辺のところもし分かったら、こ
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んなふうに県が考えているのか、もし現状で分かるところがあったら教えてもらえますか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） この事業につきましては、20年ほどたっているところの中

で、今年度１年間もかけまして私たちも交渉に行ったんですが、なかなか判こをいただけな

いということで、県のほうも今後、強制じゃないんで、収用法も含めた中で検討していきた

いということを聞いております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これ本当に大変ご苦労だと思いますけれども、せっかく御嶽昇仙峡も

文化遺産になったということもあるので、できるだけ道の開通を早くすれば、その面で甲斐

市のほうもかなり潤うんじゃないかと思うので、ぜひ大変だと思いますけれども、今後、鋭

意努力をよろしくお願いしたいと思います。これ要望で結構ですので、よろしくお願いしま

す。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） ７ページのクラインガルテンのところなんですけれども、ここは二、

三年のコロナの状況下にて、このクラインガルテンの状況というのは、どんな感じでしょう

か。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） ラウベというのがあるんですが、ラウベも５年に変わってい

くんですけれども、毎年毎年何件か変わってくるんですが、この申込みについては、非常に

申込みが多く、落選する方が半分ぐらいはいるような状況で、施設のほうへ申請にいかれて

いる方が多いところでございます。 

○委員長（清水正二君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 依然聞いたときには、ここで利用されている方から甲斐市に移住を希

望される方が全然いないという話だったんですけれども、ここに来て、世の中、地方に移住

みたいな流れもできているという中では、どうですか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） このラウベを借りる方は東京とか都心に家があって、週末こ

ちらへ来て農業体験をしながらということで来ているので、なかなかそのまま移住するとい
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うのはないところでございます。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 状況変わりませんということですかね。そう考えると、甲斐市にとっ

て、この事業というのは、どういうメリットがあるのかという部分では、今後どうなんでし

ょうか。 

○委員長（清水正二君） 山岡課長。 

○農林振興課長（山岡広司君） もちろん先ほど言った移住も考えていきたいところでござい

ますが、このクラインガルテン自体がそういった農家を体験する場の施設ということですの

で、基本この今の状況を維持しながら、できればその後空き家等も使いながら滞在していた

だければという方向も考えていきたいと思っています。 

○委員長（清水正二君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） そういったことで、もっと上手にアピールというか、そういったこと

など今後考えていただきたいなということで要望します。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  これで６款農林水産業費、１項農業費から２項林業費及び11款災害復旧費、１項農林水

産施設災害復旧費並びに13款諸支出金、１項基金費のうち農林振興課所管分についての質

疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩をいたします。 

 

休憩 午前１１時３０分 

 

再開 午後 １時１１分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  ここで審査に当たり、議員及び当局にお願いをいたします。 

  発言は挙手をし、委員長の許可を受け行ってください。質疑は一問一答で簡潔にお願いを
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いたします。また、当局側の答弁も簡潔に説明をしていただきたいと思いますので、皆さん

のご協力をよろしくお願いいたします。 

  それでは次に、２款総務費のうち商工観光課所管事業、５款労働費及び７款商工費並びに

13款諸支出金、１項基金費のうち商工観光課所管分について説明を求めます。 

  堤商工観光課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） 大変お疲れさまでございます。 

  商工観光課及び敷島支所市民地域課が所管いたします令和４年度当初予算案につきまして

ご説明させていただきます。 

  予算参考資料ナンバー７、12ページをお願いいたします。予算説明書につきましては47

ページからとなりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、２款総務費、１項総務管理費、５目企画費、ナンバー16地方創生事業、03移

住定住促進事業1,406万4,000円、財源は全て一般財源であります。事業の概要は、本市の

魅力を県内外に発信し、特産品の販路拡大、移住環境等の魅力をＰＲするなど移住促進及び

関係人口の創出を図ることを目的とする事業でございます。主な経費といたしましては、講

師謝金、旅費等の事務費、また令和３年度まで委託しておりました首都圏でのイベントやマ

ルシェへの出展、都内事務所における移住就業等の相談受付等の委託業務を廃止し、令和４

年度から新たに関係人口創出魅力発信事業委託として810万円を計上しております。 

  新たな事業につきましては、経営戦略課において行っております広報事業やふるさと納税

のＰＲなどシティプロモーション事業の一つとして、双葉サービスエリアでの活用について、

現在サービスエリア管理会社と借用スペースなどの協議を進めているところでございます。

この借用スペースを商工観光課においても使用させていただき、県内外から訪れるサービス

エリア利用者に本市の魅力や居住環境、観光、イベントなどのＰＲを行い、魅力発信や移住

促進、関係人口の創出などに取り組んでまいりたいと考えております。 

  具体的には、魅力情報発信ブースを設け、本市の特産品ややはたいぬグッズの販売、魅力

情報の発信などを行うとともに、双葉サービスエリア近くの中央道上下線に架かる歩道橋へ

のＰＲ横断幕の設置やサービスエリア上りにＰＲ看板の設置を考えております。また、双葉

サービスエリアには、スマートインターがございますので、サービスエリア利用者が魅力情

報発信ブースをご覧になり、高速道路を下りて本市を観光することもできますので、情報チ

ラシを季節ごとに作成し、配布したいと考えております。 

  そのほかポータルサイト「よっちゃばるかい！」の保守業務委託、空き家リフォーム補助
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金を計上しております。 

  次に、５款労働費、１項労働諸費、１目労働諸費、ナンバー01労働関係職員費612万

8,000円、財源は全て一般財源であります。商工労働企業誘致係の職員１名分の人件費であ

ります。 

  ナンバー12市民保養所委託事業236万円、財源は全て一般財源であります。夏季保養所と

しての委託契約でございます。海の家は、牧之原市観光協会など３か所の観光協会、山の家

は尾白の森キャンプ場など４か所の委託等であります。 

  13ページをお願いいたします。 

  ナンバー13峡中広域シルバー人材センター補助事業1,447万1,000円、財源内訳のその他

623万9,000円は、峡中広域シルバー人材センターの構成市町からの負担金として中央市372

万5,000円、昭和町251万4,000円であります。一般財源の823万2,000円は甲斐市の負担金で

あります。なお、この負担金は均等割と人口割から算出しております。 

  ナンバー15労働施策推進事業360万5,000円、財源内訳の国県支出金45万円は、移住支援

事業補助金60万円に対する国県支出金でありまして、国が２分の１、30万円、県が４分の

１、15万円であります。その他300万円は、生活安定資金預託金の元金収入であります。勤

労者生活安定資金預託金は、年度当初に300万円を中央労働金庫に貸付けの原資として預託

し、この資金で市内の勤労者の生活資金として融資する事業であります。また、国・県との

協働による移住支援事業補助金、山梨県職業能力開発協会への負担金を計上しております。 

  ナンバー16勤労者施設運営委員会費４万3,000円、財源は全て一般財源であります。勤労

青少年ホーム、働く婦人の家、勤労者会館、３施設の運営委員７名の報酬でございます。 

  ナンバー18勤労青少年ホーム管理運営費340万1,000円、財源内訳のその他15万1,000円は、

施設の使用料15万円と公衆電話使用料1,000円であります。事業の概要は、教養講座講師へ

の謝礼、施設の維持管理費でございます。 

  ナンバー20働く婦人の家管理運営費601万7,000円、財源内訳のその他70万円は、施設の

使用料であります。事業の概要は、教養講座講師への謝礼、施設の維持管理費であります。

施設の樹木については、高木と低木を隔年で剪定し、低木剪定20万円、また、冷蔵庫の故

障によります備品購入費４万5,000円を計上しております。 

  ナンバー21勤労者会館管理運営費10万円、財源内訳のその他財源３万円は施設の使用料

でございます。事業の概要は、施設の維持管理費であります。 

  １枚めくっていただき、14ページをお願いいたします。 
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  ７款商工費、１項商工費、１目商工総務費、ナンバー01商工観光関係職員費5,979万円、

財源は全て一般財源でございます。商工観光課職員８名分の人件費でございます。 

  ナンバー10商工総務費８万4,000円、財源は全て一般財源であります。事業の概要は、主

にサテライト双葉に係る経費で、立川市で開催される運営協議会への出席に伴う職員の普通

旅費と事務費でございます。 

  15ページをお願いいたします。 

  ２目商工振興費、ナンバー02商工振興事業2,312万9,000円、財源は全て一般財源であり

ます。事業の概要は、中小企業・小規模企業振興会議等の委員報酬、甲斐市商工会への各種

事業補助金、小規模企業者経営改善対策資金利子補給、甲斐市小規模企業者持続化補助金な

どでございます。 

  また、令和４年度から商工労働係を商工労働企業誘致係に係名を変更し、本市のさらなる

発展のため、企業誘致を進めてまいります。新たな取組の予算といたしまして、事務費の

22万円につきましては、県の東京事務所や県人会、県内の金融機関等と連携し、県外企業

などへの誘致活動に伴う旅費、消耗品、食料費等を計上しております。 

  不動産鑑定調査委託料の85万円につきましては、企業誘致の候補地の一つでありますル

ネサスエレクトロニクス甲府事業所跡地への進入路の一部は、農林高校との境界が公図上筆

界未定となっております。具体的な誘致企業は決まっておりませんが、今後誘致する上で、

現況の道路幅では大型車両の擦れ違いができず、筆界未定のままでは道路の拡幅はできない

ことから、企業誘致と並行して行う筆界未定地の調査委託料21万円を計上しております。 

  また、双葉の下今井農工団地の内藤製作所とメイコーに隣接する拡張候補地内に、土地台

帳に番地があり、公図には表示がない現地確認不能地があるため、その調査委託料として

14万円を計上しております。さらに、下今井農工団地の地権者や近隣企業の意向調査など

を行い、現地確認不能地の調査結果など、誘致に向けた準備ができた段階での不動産鑑定委

託料50万円を計上しております。 

  １枚めくっていただき、16ページをお願いいたします。 

  ３目観光費、ナンバー10観光推進事業1,968万8,000円、財源内訳のその他1,000円は、や

はたいぬＬＩＮＥスタンプ購入料分配金、残りは一般財源であります。事業の概要は、登山

道整備委託等事業、観光巡回バス運営委託事業、フットパス事業、マスコットキャラクター

着ぐるみ活用事業、竜王駅鈴虫会場設営等委託などでございます。 

  観光関係団体６団体への主な負担金につきましては、昇仙峡地域活性化協議会負担金とし
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てベンチを５基設置するほか、案内表示板や遊歩道の整備、多言語パンフレット作成など

192万円を計上しております。 

  また、県が主体となり、県下27市町村、ＪＲ東日本などと連携し、７月から９月に大規

模誘客キャンペーンを実施するため15万9,000円の負担金を新たに計上しております。 

  竜王駅魅力発信協議会補助金につきましては、イルミネーション事業のほか、駅前甲斐て

き朝市、鈴虫の声を聴く甲斐などへの補助金でございます。 

  ナンバー11観光イベント事業1,125万円、財源は全て一般財源であります。おみゆきさん

実行委員会補助金は、甲府盆地の水防を祈願する伝統的なお祭りで、毎年４月15日に開催

しております。実行委員会では現在のところ、一宮神輿は渡御する予定で準備を進めており

ますが、新型コロナの影響により出店は行わず規模を縮小し開催する予定であります。大弐

学問祭実行委員会補助金は、郷土が生んだ偉人山縣大弐の遺徳をしのび、９月の秋分の日に

開催の予定。甲斐市サクラまつり実行委員会補助金は、市の花桜をめでることで市民の心の

安らぎや市への愛着心を醸成し、桜の開花時期に合わせたイベントであります。なお、今月

開催するサクラまつりにつきましては、新型コロナの影響により、昨年同様に赤坂台総合公

園のライトアップとスタンプラリーの開催を予定しております。 

  最後に、17ページをお願いいたします。 

  13款諸支出金、１項基金費、12目地域振興基金費、ナンバー01地域振興基金積立3,007万

3,000円、財源内訳のその他3,007万3,000円は、基金運用利子７万3,000円と諸収入3,000万

円であります。事業の概要は、サテライト双葉各公営競技における双葉場外売場の売上金に

対する市への負担金であります。 

  以上でございます。ご審議よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の建設経済常任委員会の質疑を受けます。 

  質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 12ページの16地方創生事業の空き家リフォーム補助金をもう少し詳

しく教えてください。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） 空き家リフォーム補助金でございますけれども、昨年度から
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補助金を制定いたしまして、１件当たり50万円、10件の予算となっておりまして、空き家

バンクに登録をしている空き家に対しまして、空き家を所有している方もしくは新たに借り

る方がリフォームをするということで事業費の２分の１を助成する上限が50万円という制

度になっております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかにございますか。ほかに質疑ございますか。よろしいですか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） じゃ、何点かお願いします。 

  まず、12ページの地方創生事業の中で新しく双葉サービスエリアでやるということなん

だけれども、今課長の説明だとあまり物品販売とか、要するに地元のあの辺で言えばサクラ

ンボとかいろいろ出てくるはずなんですけれども、そういう農作物の物品販売というような

コーナー、こういったものを考えられるんではないかなと思うんですよ。ただ、サービスエ

リアとすれば営業ですからそこでダブっているとなかなかできないと、ただ地元の農作物を

売るという機会、そういうブースも時期的には設けてもいいんじゃないかと思うんですが、

今の課長の説明だとあんまりパンフレットとか横断幕とかそういうハード部分だけなんで、

この辺はどう考えているかお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えいたします。 

  今、経営戦略課のほうでシティープロモーション事業の一つとして委託会社と契約に向け

て話を進めているところなんですけれども、その一つをその場所をお借りして商工観光課が

利用すると。その利用するスペースなんですが、今、話を進めているのが、屋内のスペース

と屋外を進めております。屋内につきましては常駐的に販売をするということで、甲斐市の

マスコットキャラクターのやはたいぬのグッズですとか、特産品であります加工食品なんか

を置くようにして特産品のＰＲ、加工食品というのが卵を使ったバームクーヘンですとかマ

ヨネーズ、あとワインビーフなんかのビーフシチューですとかカレーとか、あと桑の葉パウ

ダーとかジャムとか、そういった特産品を販売するような形を取りたいなと考えております。

あと、屋外のブースなんですけれども、こちらのほうも、今、使用に向けて話を進めている

んですが、季節の野菜とかそういったものを採れたての旬の物を販売という形で、今、検討

しているところであります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 
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  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 分かりました。何にしろ有効活用という形でよろしくお願いしたいと

思います。 

  ページをめくります。14ページの職員の８名なんですが、前回は７名だったんですよ、

１名追加というのは、もう今年実績が８名だったからでしょうか。それとも増員するという

ことでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） こちらの職員８名につきましては、令和２年度のときに、令

和２年度が７名ということで、１名は会計年度任用職員であったんですけれども、令和３年

度から会計年度任用職員が正職員に替わりまして１名増えたということで８名という形にな

っておりますので、令和４年度につきましては現員継続という形で現在の８名ということで

予算計上をしております。 

○委員（五味武彦君） 了解です。 

  続いていいですか。 

○委員長（清水正二君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） じゃ、16ページ、かねがね観光推進事業の中で例の御嶽古道の話が

出てくるんですけれども、特にその活性化協議会の中での予算配分という形の説明だったん

ですよ。甲斐市独自でやるものが予算が組み込まれていないということなんで、要するに活

性化協議会頼みというふうな印象がうんと受けるんですよ。この辺は独自の政策というか、

予算というのは持っていないのか、あるのか、この辺をまずお聞かせいただきたいと思うん

ですよ。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  昇仙峡地域活性化協議会への補助金６団体という形になっていますが、その内の192万円

が負担金という形になっています。それ以外といいますと、16ページの一番上にあります

登山道整備委託等事業、この中に御嶽古道の整備費用なんかも含まれております。また、そ

の下の観光巡回バス運行委託事業、こちらのほうでも５月と11月に予定をしているんです

が、御嶽古道を含めた観光巡回バスを運行させて、常説寺さんとあとクラインガルテンが上

道と下道の起点となりますので、そちらに停留所を設けて観光巡回バスを走らせる運行計画
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を予定しております。そういったところで予算計上されておりますが、突出してこの記載の

ほうには載せてありませんが、この中に含まれているということでご理解をいただきたいと

思います。 

○委員（五味武彦君） ありがとうございます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） その常説寺さん辺りに駐車場及びトイレ設置という案が昨年末辺りか

ら出てきているんですよ。もちろんそれは県の助成頼みという部分があろうかとは思うんで

すが、この辺の見通し、どうなんでしょうか。来年度に実施できるのかどうか。ここの予算

には入っていないものだとは思うんだけれども、いかがでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  トイレにつきましては、五味委員がおっしゃったとおり、今、県のほうに補助金申請を行

っております。その補助金の決定が今月、３月に行われるということで、そちらのほうで内

示を受けましたら、この当初予算には載せてございませんので、来年度の補正対応という形

で行いたいと考えております。内容につきましては、事業費が500万円以上に対しまして２

分の１が補助されるということですので、大変大きな財源となっておりますのでそちらのほ

うを活用してまいりたいと考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） コロナもいつかは収まるということなんで、御嶽古道をクローズアッ

プして観光開発、ぜひ引き続きよろしくお願いしたいということで終わります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） すみません、先ほどの12ページの地方創生事業の空き家リフォーム

の件でちょっとお伺いしますけれども、先ほど空き家バンクに登録されている件に対して補

助金が出るということなんですけれども、ちなみに空き家バンクに登録した件数というのは

どのぐらいだったんですか。 

○委員長（清水正二君） 藤井係長。 
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○商工労働係長（藤井亮一君） お答えいたします。 

  現在６件が登録されております。今年度３件の契約が成立いたしましたが、その内２件が

リフォーム補助金の活用物件となっております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 聞いた話なんですけれども、多分首都圏の方が、空き家バンクを見に

来た際になかなかいい物件じゃないと言って、帰り際にたまたま中古の物件があったからそ

れ購入したなんていう、ちょっと話もあったんですけれども。今、甲斐市は空き家が増えて

いるんじゃないですかね、なかなか空き家バンクに登録するというのは、それはそういうの

のいろいろあるんですけれども、そっちのほうまで空き家バンクに登録した人だけじゃなく

て、普通の、例えば市外とか県外から来た人が中古物件を買った際にはそっちのほうまでも

そういうリフォーム代というのが何とかできないかなというふうに思っているんですけれど

も。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  空き家バンクの登録推進というのは、委員さんもおっしゃったとおり、市内の空き家が最

近増えているということで空き家を活用していくということで空き家バンクという制度がご

ざいます。市の施策として空き家バンクに登録をしていただいて活用していただくというこ

のリフォーム補助金の制度ですから、ぜひともそちらを活用していただいて登録件数をまず

増やすということでもありまして空き家リフォーム補助金を制度化しましたので、こちらの

ほうとしましてもＰＲを今後とも引き続き行っていきますので、ぜひそういった物件があり

ましたら登録をしていただいてリフォーム補助金を活用するという形でお願いしたいと思っ

ております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

○委員（金丸幸司君） はい。 

  もう１件いいですか、ついでに。 

○委員長（清水正二君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 15ページの商工業事業のこの甲斐市小規模企業者持続化補助金なん

ですけれども、これはあれですか、国でもやっていたじゃないですか、何ですか、売上げが
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コロナの関係で売上が落ちた事業者に対してなんですけれども、これは市で独自にやってい

る企業と、ちょっとこれ詳細について説明を聞かせてください。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  こちらの甲斐市の小規模企業者持続化補助金というものと、国が行っていた経営がコロナ

によって厳しいと、企業が200万円、個人が100万円という金額を給付金として出していた

と思うんですが、それとは全く別の事業でございまして、こちらの事業につきましては甲斐

市の小規模事業者が事業継続をするに当たりまして、その継続に値するものであれば、市の

ほうでこれ独自の政策なんですけれども、50万円を補助するという形ですね。事業費が２

分の１、100万円以上の事業に対して50万円を補助するという形になっております。こちら

のほうがコロナ対策とは別で、経営発展とか、今後の事業継続という形で幅広く使えるよう

に令和２年度から制度化したものでございますので、委員さんのおっしゃった、国の制度の

200万円、100万円の補助金とこちらのほうは違うという形になりますけれども、よろしく

お願いします。 

○委員長（清水正二君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 過去にあれですよね、何年か、２年前ですか、国の持続化給付に沿っ

て、例えば、国の申請とか許可証みたいなのあれば市でもそれに上乗せして負担していたの

とはまた違うことですか。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） 国の持続化補助金に上乗せしたのはコロナ対策の安心甲斐・

市民支援事業で、国が給付するものに対して10％支援しているという結果がありますので、

これとは全く別のものになります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。ほかにありませんか。 

  長谷部副委員長。 

○副委員長（長谷部 集君） すみません、12ページの空き家のところをもうちょっと教え

てもらいたいんですけれども、本市の空き家の件数は先ほど言っていただいて、本当に僅か

なんですけれども、何ていうんでしょうかね、商売でやっている不動産屋さんのサイトとか

を見ると結構いろんな空き家だとかそういうものが、空き店舗も含めて、結構いっぱい載っ

ていますよね。それは載っているけれども、本市のものには登録がないというのに、どうい
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う問題があるのかなという、例えば、本市に登録をする場合はほかの不動産屋さんなんかの

サイトに登録してあるとだめであるとか、重複はできないとか、何かそういうようなことが

あるのか教えていただきたいんですけれども。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  今、長谷部委員さんがおっしゃった、重複してはいけないとかそういったことはございま

せん。この制度が令和３年度から、今年度から補助金という形で施行いたしましたので、今

まではその制度がなかったということで、甲斐市の空き家バンクに登録しても自分たちの不

動産会社で登録というか、販売というか、そういったＰＲしても特段何か援助があるという

制度がなかったんですけれども、今後はこの空き家バンクに登録することによってリフォー

ム補助金が得られるということになりますので、有利になると思いますので、今後、不動産

会社のほうも登録が増えてくるのではないのかなと考えております。 

○委員長（清水正二君） 長谷部副委員長。 

○副委員長（長谷部 集君） ありがとうございます。私が今提案しようと思ったことを答え

ていただきました。まさしくそのとおりで、不動産屋さんも購入者も皆さんにメリットがあ

ることなので、ぜひ両方を登録をしていただければと思います。 

  質問を変えまして、15ページの下から３つ目の新しい事業の企業誘致の関係なんですけ

れども、不動産関係だとか必改の確定とかその辺をちょっと説明は聞いたんですけれども、

実際に企業を誘致するということに関して具体的にどういうことをする考えなのか、ちょっ

と詳しく教えていただきたいんですけれども。 

○委員長（清水正二君） 当局の答弁を求めます。 

  堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答え申し上げます。 

  まず甲斐市の主な候補地としまして、ルネサスエレクトロニクスの甲府事業所の跡地と、

下今井の農工団地、こちらは以前から農工団地として行っているんですが、現在、残地が農

地となっている企業用地としているところが3.1ヘクタールまだ残っておりますので、そち

らを重点的に考えております。あと、市内でも空き事務所なんかもまだありますので、そち

らにつきましては、例えば、今現在サテライトオフィスなどが首都圏のほうから企業を、小

さい会社ですけれども、誘致するとか、そういった事業にも取り組んでいきたいと。また、

地元の県技監のほうでそういった企業に対する情報等を持っておりますので、そちらと連携
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を図りながら企業誘致を行っていきたいと。また、県外の企業に関しましては、今、山梨県

の東京事務所がございますので、そちらと連携を取る中で、あと、山梨県の県人会なんかの

お力もお借りして新たな企業誘致としてそういったところへＰＲしていくということで来年

度を考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  長谷部副委員長。 

○副委員長（長谷部 集君） この予算を見てもあまり金額をつけていないので、どの程度の

本気具合なのかなというのが疑問な部分はあるんですけれども、全国のいろんなところでこ

うやって企業誘致をしていく中で、当然、地方によっては税金の免除であるとか、電気水道

とかのそういうものの免除とか、いろんなことを取替え引換えやりながら企業を一生懸命誘

致している中で、少し緩いのかなという気がいたしました。初めなので徐々にまた少し頑張

っていただくという期待を込めて、こんなご意見をさせていただきたいと思います。意見で

結構です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 二、三伺いします。12ページのナンバー16地方創生事業ですけれど

も、先ほど新しい事業の中で、五味委員ともちょっと重複する問題ですけれども、この双葉

スマートインターに看板等を置いてチラシ作成とか、それでＰＲするということですけれど

も、これを今度はこういうことすると今まで東京都内とかいろいろな中に地下鉄とか、バス

の中にやりますよね、もうその事業はこの広告事業とかそういうのは、何ていいますか、ト

－タルサポートとかそういうのはなくなっちゃうわけですか。それの代わりにこっちをする

ということですか。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  こちらの基となるところが経営戦略課のほうのシティープロモーションの事業、広報事業

ですとか、ふるさと納税の推進事業を行っておりますので、そちらのほうは地下鉄とか広告

とかやっていたラッピングバスとか、いろんなものをやっていたと思うんですけれども、そ

ちらは経営戦略課のほうで引き続き行っていきます。その一つとして、場所が双葉のサービ

スエリアを上りについて経営戦略課のほうで管理会社と今お借りするようなことで、今、契
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約のほうを進めている状況ですので、そこの一部をお借りして商工観光課のほうでもこうい

った魅力発信ができるということで、そちらのほうを借りた中で今後活用していくという形

ですので、そちらの地下鉄とかはまた経営戦略課のほうで行っていく形になると思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 安心しました。分かりました。 

  では、質問を変えます。 

  その下の市民保養所委託事業なんですけれども、去年と同じ236万円ぐらいですけれども、

去年もコロナの関係で利用状況なんかはちょっと聞かせていただければありがたいですけれ

ども。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  海の家の宿泊につきましては137人、海の家の休憩につきましては272人、合計で409人の

方が利用されております。山の家につきましては宿泊のみという補助になっておりますが、

36人の利用という形になっております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） コロナであってもそれだけ利用したということでありがたいと思いま

す。 

  また質問を変えます。16ページ、観光推進事業の中で、先ほど五味委員のした関連です

けれども、御嶽古道のことについてちょっとお伺いをします。 

  昨年、私たち２会派で現地を視察といいますか、一回回ったことがあります。その中でい

ろいろ感じたことがあって、それも代表で同僚議員が一般質問させてもらいました。そんな

中で、山梨県は日本遺産に行ったということで甲府市さんと湯村温泉郷を活用したりいろん

なことの中で昇仙峡を盛り上げようということの中でやっているわけですけれども、その中

でやはり昇仙峡というのは、見るほうは甲府市のほうから岸の西側は全部甲斐市ということ

で、何ていいますかね、甲府の方もそんなことは認識しているんですけれども、見るほうで

はなくて、この古道というのはその裏にある陰に隠れた古道ということで、地元の吉沢地区

の皆さんは大変このことについて喜んでいるわけです。それで、今年度４月にはかなり観光

課もやってくれるかなと思って期待をしていたんですけれども、今の説明だと道路整備も登
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山道整備委託事業で例年と同じぐらい40万円ということと、また、バスなんかもクライン

ガルテンと常説寺さんとが往復と、巡回バスぐらいで終わりということで、ちょっと何てい

いますか、気が抜けた様な感じがしないでもないですけれども、そうは言いましてもこんな

ときは大チャンスなんで、今、県も甲府市も本当に力は入れている事業ですので、ぜひこの

御嶽古道というのは地元にとっても、甲斐市にとっても貴重な遺産というのは絶対に必要な

もんである限りは少し力を入れて、皆さん本当にやっていただきたい、こんなふうに思いま

す。その点について、今後のどんなふうな方向性を持っていくか、古道について持っていく

か、お伺いしたいですけれども、よろしくお願いします。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  昇仙峡地域活性化協議会の負担金が今年度192万円ということで、こちらのほうは３分の

２が国から補助が出ているという形になりますので、事業費につきましては192万円うちの

ほうで負担しているんですが、実際の事業費はその３分の２が補助をされていますので、そ

ちらのほうで活性化協議会がありますので、こちらは県と甲府と甲斐市で連携を取りまして、

そういった協議会を立ち上げて日本遺産の関係で幅広くＰＲ、あるいは集客に向けて行って

おりますので、まずそちらのほうにこういった形で力を入れていくと。 

  その中で来年度、令和４年度につきましては、ベンチの設置を５基設置、これは日本遺産

で甲府市のほうにも置いているベンチと同じ物を置きまして、昇仙峡を一体感を持たせると

いう形で５基設置を予定しております。あと遊歩道の整備ですとか、案内看板の設置、あと

多言語パンフレット、外国人向けの多言語パンフレットなんかの作成も行いますので、そう

いった面で県と甲府と連携しながら行っていきたいと考えております。 

  また、市の独自としましては観光巡回バスでＰＲを行いまして、御嶽古道を春の新緑、秋

の紅葉の時期に歩いていただくようなイベントを企画しておりますので、そちらのほうも周

知してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ありがとうございます。 

  今、課長の説明で、来年も令和４年度もこれぐらいでいいかなとは思いますけれども、市

長の３月議会の所信証明の中にも御嶽古道とうたっております。それについてもかなり今後

は甲斐市としても貴重な遺産で力を入れて観光の目玉にしようということをうたっておりま

すので、ぜひ、先ほど言っていましたように力を入れてほしいと、こんなふうに思います。 
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  その今の中にもう一つ聞きたいのは、観光巡回バスで四季を通して、冬はあれなんですけ

れども、そんなところで、何ていいますかね、集客を得たいということも言っていますけれ

ども、私たちが考えるに、下道というところから上に上るルートと、また昇仙峡を滝まで行

ってロープウェーで山頂に行って下るルートがあるんですけれども、そこまで行くに、何て

いいますかね、登山者といいますか観光客が、例えば、上のロープウェーに行ってロープウ

ェーに乗って山頂から下って下の下道へ下りてきて、常説寺で降りればいいんですけれども、

上までバスで行っても、下りてきても、今度は常説寺から、何ていいますかね、足がないと

いうことで、何かどうか市のバスを活用できないかということを私は思うんですけれども。 

  例えば、甲府の人たちは甲府の駅から４本、５本も出して、湯村温泉に泊まらせて、昇仙

峡を下道を上ってという案もあるということを聞いていますけれども、やはり甲斐市は竜王

駅があるわけですから、竜王駅から終日とか、週末、土曜、日曜、祭日とか何かは３本ぐら

い何とか上にロープウェーまで送って、そして下りる人が大体二、三時間で行きますから、

その３時間ぐらいのところでまた常説寺から竜王駅までとか、そんなのも３本か４本ぐらい

何とか市民バスの活用とかそんなふうのいち早くするほうが一番大事だろうかと思うんです

けれども、その点はどうですかね。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  現在、委員さんのおっしゃるとおり、竜王駅から昇仙峡に向かうバスがないということで

す。今どうやって昇仙峡のほうに行くかといいますと、竜王駅から行く場合につきましては

甲府駅を経由して行くような形で、あと路線バスを利用して滝の上まで行く、ロープウェー

から下りてきて、常説寺のほうには山交バス走っていますのでそちらのほうを利用するとい

う形になっております。 

  甲斐市のほうとしましては、クラインガルテンに駐車場を設けておりますので、そちらに

はトイレがございますので、そちらの駐車場を利用してトイレも利用していただいて、御嶽

古道の上道を上っていくようなルートで昇仙峡のロープウェー頂上まで行くという形がルー

トになっております。 

  じゃ、車がない方はどういった形でといいますと、今の現状ですと甲府駅を経由しなけれ

ばなりませんので、今後竜王駅から直接上道下道を利用できるような関係につきましては費

用対効果等そういった利用状況等をこちらのほうで研究しながら、今後研究してまいるとい

う形を行っていきたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。 
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○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ありがとうございます。そんな事を聞けば、地元の保存会の方たちも

大変喜ぶんではなかろうかと思います。ぜひ、今日明日できるもんではございません。２年、

３年かけてもよろしいですから、ぜひこの事業を成功させていただきたい、このように思い

ます。 

  結構です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ所管の委員の質疑を終了いたします。 

  続いて所管以外の委員の質疑を受けたいと思います。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 15ページ、先ほど説明のあった小規模企業者持続化補助金500万円、

去年と同じという予算なんだけれども、去年実績はこれ50万円の10件でどうだったの、10

件ぴったりだったのか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  藤井係長。 

○商工労働係長（藤井亮一君） 令和３年度につきましては17件の申請がありまして、13件

を採択いたしました。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） そうすると500万円じゃなくて、600何万円とかってなっているって

いうことか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  藤井係長。 

○商工労働係長（藤井亮一君） 中には50万円ではなくて、20万円の方とかもいらっしゃい

ますんで、合計でちょうど500万円の中に入るような形で13件を採択させていただきました。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） そうすると、取り残されたというか、繰延べになって今年に来るとか
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という件数もあり得るということか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） 17件のうち13件ということですから、３件につきましては

内容が該当をしないような内容もありましたので、そういったところにつきましては採択を

しなかったという形になります。また、内容が基準というか達しているものにつきましては

予算の範囲内で行っておりますので、また来年度、令和４年度にもう１回出していただけれ

ば採択できるという可能性もございます。 

○委員長（清水正二君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 実は去年は国の、去年から今年にかけてというか、コロナの対策でい

ろいろという形で国から持続化給付金何だかんだというふうに補助がいっぱいあったと、今

年これから先はどういうふうになっていくかが見えていない状況の中で、例年どおりの500

万円で済むか済まないかということは想像ができる話なわけですよ。落ち込みも極端過ぎて、

特に小規模事業主というと、お父ちゃん、お母ちゃん、お兄ちゃんぐらいの会社ですよ、大

変なんですよ、正直言って。だからこれは、もしそういう申込みなり希望なりが増えてきた

ら、補正か何かで対応する考えはありますか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  当初予算に500万円ということで計上させていただいていますが、今後そういった利用状

況とか、そういった申請件数とかそういったものがあれば補正についても今後検討していき

たいと考えております。 

○委員長（清水正二君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 中身の審査をどの程度厳しくとか、緩くとか、そんなことを言ってい

るんじゃなくて、実態をちゃんと把握して入り用なものはつけてやって助けてあげないとい

けないんで、ぜひそこら辺はよく実状をチェックして頑張ってやってください。お願いしま

すよ。 

○委員長（清水正二君） 要望でよろしいですか。 

○委員（斉藤芳夫君） はい。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 
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  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 15ページの企業誘致の推進事業のことについてちょっとお聞きし

たいんですけれども、先ほど、長谷部委員からもご意見があったように、いかんせん予算を

見ると非常に不安の部分がありますよね、新しくこの誘致推進事業をしようというのに、こ

の金額ではいかんせんどうかなというふうに感じるんだけれども。それといろいろの推進事

業として今までもやってきたと思うんだけれども、要するに自主財源を確保するという意味

から言うと、企業誘致ということは非常に大事なことなんですよね。甲斐市というのは地理

的にも結構企業には非常にいいところだって世間では言われています。なのに、あまり企業

が来ない。 

  それと、商工観光課ばかりじゃなくて、いろいろ企業誘致するためには都市計画とか、そ

れで経営戦略の意味合いもあるんだよね、だからほかの部署とも協議していかなきゃならな

い。特に今度いつになるか分からないけれども、新山梨環状だってインターチェンジがあそ

こにできるわけでしょう、将来的には。だからそういうものも含めて、今後いろいろの部署

とこうに協議していかなきゃいけないことだと思うんだけれども、部長、どう考えています

か。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  梅原産業振興部長。 

○産業振興部長（梅原 剛君） 有泉委員のほうから大変厳しいお話をいただきまして、答弁

のほうもなかなか難しいところがありますが、企業誘致につきましては当然今お話があった

ように、市内の雇用量の増加、当然税収のアップとか、いろんなものがかかってくると思い

ます。今言ったように、来年度につきましては下今井の現状ある農工団地の3.1ヘクタール

が団地で残っていますので、そちらもありますし、日立の跡地のほうとそちらのほうも当然

含めた中で県内の金融機関等とまた情報と含めて来られる企業等を見つけていくという中で、

当然場所につきましては今言った都市計画の関係と、また、経営戦略課とも当然中に入って

いただいていますので、そこら辺は協力体制、連携を取りながら今後進めていくような形で

考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 今、部長が答弁してくれたからだけれども、とにかく今後早いうち

からこういうものはやっぱりいろいろなところと協議していく、特にあなたの所管している

農林振興課だって関係してくるわけですよ、農地だってそういう用地としてはね。だからそ
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ういうところともよく話をして、一朝一夕でできる話じゃないからね、ぜひ日頃からそうい

うものに目を向けて、これからも頑張っていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（清水正二君） 要望でよろしいですか。 

○委員（有泉庸一郎君） はい。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 16ページの10番のところですけれども、御嶽古道を観光資源として

開発していくということで、やっぱり気にかかるのが周りの景観ですよね。その景観を保護

しなければ、やっぱり御嶽古道の魅力というのは出ていかないと思うんですけれども、あの

辺の景観保全のための地域とかそういうふうにはなっているんですかね。 

○委員長（清水正二君） 梅原部長。 

〔「マイクお願いします」と呼ぶ者あり〕 

○産業振興部長（梅原 剛君） ただいまの谷口委員からお話ありました、景観の条款の関係

なんですけれども、場所的にはどうかというところがはっきり分からないところで、また後

でお返事をさせていただきます。 

○委員（谷口和男君） 一応ね、私、ちょっと懸念だったんです。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ちょっと気になったのが、近くで菖蒲澤とか太陽光パネルがいっぱい

出たりですとかね、ゴルフ場だとかいろいろ出てきているんですけれども、その辺が非常に

気になっているもんなんで、景観の保全にもぜひ気を配っていただきたいと思って、要望で

す。 

○委員長（清水正二君） 要望でよろしいですか。 

○委員（谷口和男君） はい。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 12ページ、ちょっと地方創生事業と、これちょっと関係しているこ

となんですけれどもね、これは中央道の横断幕、サービスエリア上りの看板ということで、

さっき説明があったんですけれども、これはちょっと今、市のほうでそれ承知しているか分

かりませんけれども、双葉サービスエリアの名称をね、今検討をしているということが、今、

県の動きがあるんだよね。御岳昇仙峡双葉サービスエリアというような名称に今後変えたら
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どうだということで、そんな話が出ているんだけれども、その辺は市のほうは承知している

か。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  商工観光課のほうではまだそこまでは把握はまだしておりません。名称の変更が県のほう

か何かであるということは、まだ全くお聞きしていないことであります。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ちょっとそんなことをね、あるところから耳に入って、それで基本的

に御岳昇仙峡をやっぱりＰＲするにはやっぱりサービスエリアのあそこに、双葉サービスエ

リアの上に御岳昇仙峡サービスエリアという形の中で、多くの人にあそこに寄ってもらって

そこからある程度昇仙峡のほうに行くような形を取りたいというようなね、魅力発信協議会

かな、そこら辺でも話が出ているらしいんだよね。まだ、市まで来ていないと今答弁だった

んで、そんな動きがあるんでね、もし市のほうもそんな話が来たら、当然その辺はよく協議

をしてもらってね、せっかくそういった出ているんだったら、やっぱりそういったものも生

かしながら、できるだけ人口創出に努めていただきたい。また話が来たら、その辺も市とし

ても取り組んでいただきたいと思いますけれども、その辺の所感をお聞かせください。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  サービスエリアの名称変更と昇仙峡の地域活性化協議会のほうからも、甲斐市のほうにま

だ、私どものほうには来ておりません。話がありましたら、所管がどこになるのかという形

で、商工観光課だけではなく、インターの関係は所管が別の課になりますので、そちらとも

連携を取りながら今後そういった研究等を行ってまいりたいと考えております。よろしくお

願いします。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  清水和弘委員。 

○委員（清水和弘君） 15ページ、新企業誘致推進事業ですね、先ほど幾つか団地等のノミ

ネートの物件が挙がりましたけれども、その中で、私、都市計画にも多分なってくるのかな

と思っていたんですけれども、赤坂台の、いわゆる産学協同体でもって開発した団地があり

ますよね、サンテクノカレッジを中心にした、あそこはもともとソフトバンク、今はソフト



－235－ 

バンク入っていませんけれども、そういった日本でも有数なＩＴだとか、ＡＩですか、そう

いったものを先進的に、日本にシリコンバレーをつくるというほどの夢を持って作ってきた

団地なんですよね。今まさに、いよいよテレワークとかそういったことで人口流出する中で

大きな土地で、いわゆるハードの工場を作るよりは、むしろもっとソフト的な小さなところ

でテレワークをやって、企業を推進させるような計画が必要だと思うんですよね。その意味

ではもう少し赤坂台というところに目を向けて、新誘致企業を進めたらどうかということを、

私は提案したいと思うんですけれども、それでその辺のお考えをちょっとお聞きしておきた

いんですが。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  先ほど、下今井の農工団地とルネサスの跡地、金融機関なんかからの情報といった中と、

あと空き事務所というふうに私が答えた中に竜王赤坂のソフトパークも含まれておりますの

で、そちらのほうも現在、委員さんがおっしゃるとおり、今空き事務所にという形になって

いるところもございますので、そこも含めた市内の空き事務所をそういったテレワークです

とか、サテライトオフィスとかにも今後調査研究してまいりたいと考えております。よろし

くお願いします。 

○委員長（清水正二君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） いわゆる赤坂台が空き家ということでノミネートされていると、こう

いう表現ですね。表現としてはそうなっているということですね。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。答弁求めます。 

○商工観光課長（堤 貞治君） あそこの竜王赤坂のソフトパークは旧竜王町時代にソフトパ

ークという形で、あそこの道路拡幅から企業誘致まで行ってきたという形になっております

ので、県内でも初となるような事業だったと思っております。そちらのほうにその当時誘致

した企業が今空き家というか、そういう状態にもなっておりますので、もともと竜王町時代

に行った事業ですので、今後についてもそこがどこらかが埋まるような形になれば、そうい

った市内の企業についても発展していくという形になりますので、そういった面でも、気に

はこっちのほうでもしておりますので、そっちのほうにも進めていきたいと考えております。 

○委員（清水和弘君） 分かりました。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 
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  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 私もちょっと地方創生でちょっと聞きたいんですけれども、16番、

魅力発信というふうな言葉を使っていて、どうしても発信というと私らはＳＮＳとか活用と

いうようなイメージしちゃうんですけれども、こちらはあれですかね、看板とチラシだけな

んですかね。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  看板等だけではなく、委託によりまして販売委託を行うものを検討しております。先ほど

ご説明した、屋内ブースにつきましては無人で納品等商品の管理をサービスエリアの販売会

社のほうに納品することで、そちらのほうで販売はしてくれるという形ですので、納品とか

そういった管理を行うという形になりますので、屋外のスペースにつきましては、土曜日、

日曜日、あるいは祝日に利用客が多いですから、そちらのほうは祝日に有人で、人を配置し

て特産品なんか、野菜とか果物なんか販売するように考えております。 

  その中で、観光チラシですとか、ＰＲチラシを、四半期ごとに作成を行いまして、そちら

も併せて配布をすると。屋内ブースには配布する資料、ＰＲチラシなんかも常設しまして、

そちらを御覧になっていただいて、魅力発信に努めていくという形を考えております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。今何か、最初の質問は魅力発信というふうな形の、

発信という中で魅力発信の質問ではなかったですか。 

○委員（加藤敬徳君） いいですか、じゃ、すみません、ちょっと時間かかります、すみませ

ん。 

  やっぱりより広くの方に知っていただくという部分がやっぱり魅力発信だと思うんですけ

れども、そういった部分で、例えば、経営戦略でそっちはやるというんであればいいんです

けれども、もうちょっと商工観光という部分の、何というか、発信というんですかね、そう

いったものにもっと力を入れたほうがいいのではないかと思って聞いたんですけれども、い

かがですか。 

○委員長（清水正二君） 堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） お答えします。 

  魅力発信は商工観光課のほうでも行っておりまして、やはたいぬ君を活用しましてＳＮＳ

で発信、で、やはたいぬ君を各イベントに派遣することによって市のＰＲを兼ねている、あ

るいは特産品の販売なんかもそうですし、イベントごとに特産品、ぎゅぎゅっとねぎですと
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か赤坂とまとなんかの販売も行っております。 

  ＳＮＳへの発信は、経営戦略課のほうでも行っておりますし、商工観光課でも独自で行っ

ておりますのでそちらのほうは引き続き行っていきます。ただ、今まで、令和３年度まで実

施していた首都圏においてマルシェとかそういったもので委託をして出店をしていたこと、

それを今度双葉のサービスエリア上りを活用して、実際に甲斐市に来ていただく方、寄って

いただく方に、多く甲斐市を知っていただくということで実際に特産品なんかを見てもらっ

たり、やはたいぬ君のグッズを見てもらったりとかしてＰＲをしていきたいと考えておりま

すので、ちょっと手法を変えまして新たな事業に取り組んでまいるという形になっておりま

す。よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  できるだけページと項目を絞り込んで質問をしていただきたいと思います。ほかに質疑ご

ざいますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ質疑を終了いたします。 

  これで、２款総務費のうち商工観光課所管事業、５款労働費及び７款商工費並びに13款

諸支出金、１項基金費のうち商工観光課所管分についての質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ２時１６分 

 

再開 午後 ２時２８分 

 

○委員長（清水正二君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、６款農林水産業費、８款土木費及び11款災害復旧費並びに13款諸支出金のうち、

建設課所管分について説明を求めます。 

  説明を求める前にお願いをいたします。進行上、私のほうでも不手際がありますけれども、

私語がちょっとここに来て多くなったと思いますので、ぜひご協力をお願いいたします。 

  それでは説明をお願いいたします。 

  中澤建設課長。 

○建設課長（中澤一昭君） 大変お疲れさまでございます。よろしくお願いいたします。 
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  それでは、建設課の令和４年度当初予算につきましてご説明いたします。 

  予算説明書は96ページ、97ページとなります。また、予算参考資料ナンバー８の１ペー

ジをお願いいたします。 

  ６款農林水産業費、３項国土調査費、１目地籍調査費、ナンバー01地籍調査費につきま

しては、予算額923万5,000円で、財源内訳の国県支出金は県の地籍調査事業費補助金で、

残りは一般財源であります。事業の概要ですが、吉沢第12地区0.15平方キロメートルの１

年目工程及び吉沢第11地区0.14平方キロメートルの２年目工程の地籍調査事業業務委託費

で、本年度当初予算と比較し増減はございません。 

  次に、予算書100ページから103ページとなります。 

  ８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、ナンバー01土木管理関係職員費につき

ましては、予算額１億484万4,000円で、財源内訳は全て一般財源であります。事業の概要

ですが、都市建設部長と建設課職員を合わせた15人分の人件費で職員数の変更はありませ

んが、本年度当初予算と比較し467万4,000円の減額となっております。 

  次に、ナンバー10道路台帳管理事業につきましては、予算額500万円で、財源内訳は全て

一般財源であります。事業の概要ですが、道路法に基づき市が管理している市道の道路台帳

補正業務委託で、本年度当初予算と比較し増減はございません。 

  次に、ナンバー11道路維持管理事業につきましては、予算額3,628万8,000円で、財源内

訳のその他財源につきましては道路占用料で、残りは一般財源であります。事業の概要です

が、道路維持管理を行う作業員の人件費、道路補修材料費や道路照明の電気料などの道路維

持管理費、市の街路樹剪定等の管理費の市道街路樹等管理委託、また側溝しゅんせつ除雪等

の重機借上げ、道路水路等の緊急改修工事で、本年度当初予算と比較し市道街路樹等管理委

託におきまして、令和４年度から３か年の年次計画で行う市道三味堂村上線、通称松ノ尾通

りの街路樹伐採委託料を計上したことなどから788万2,000円の増額となっております。 

  予算参考資料２ページをお願いします。 

  次に、ナンバー12土木総務事業につきましては、予算額2,641万8,000円で、財源内訳の

国県支出金につきましては国庫補助金の社会資本整備総合交付金605万3,000円、県補助金

で木造住宅耐震に関わる支援補助金、空き家対策総合支援補助金など各種補助金で337万

6,000円、その他財源は公共物使用料等と雑入、残りは一般財源であります。事業の概要で

ありますが、空き家等対策協議会委員報酬、篠原地区公園調整地ポンプ電気料等のほか、市

道の分筆等に伴う測量委託料、木造住宅耐震診断業務委託、木造住宅耐震改修設計及び工事
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等補助金、空き家除却事業補助金、急傾斜地崩壊対策事業に伴う負担金等であります。 

  また、新規事業としまして、（新）で表しております、危険老朽空家に関わる所有者相続

調査等委託料と、脱炭酸化社会の実現に向けた取組の一環として住宅の省エネ脱炭酸化の促

進を図っていくこととし、新築改築を問わず、国の助成制度でＺＥＨ ＬＣＣＭ住宅の承認

を受けた市内居住用戸建て住宅及びＺＥＨ-Ｍ、ＺＥＨマンションの承認を受けた集合住宅

を対象とする省エネルギー住宅等普及促進事業費補助金を計上しました。加えて、（臨）の

災害時避難路通行確保対策事業の対象建築物１件に対する補助金などを計上したことにより、

本年度当初予算と比較し878万5,000円の増額となっております。 

  続きまして、ナンバー13竜王駅維持管理事業につきましては、予算額1,489万4,000円で、

財源内訳のその他財源につきましては竜王駅前広場使用料等で、残りは一般財源であります。

事業の概要でありますが、南北自由通路、駅前広場維持管理費、自由通路清掃委託、駅前広

場の清掃及び自転車等整理業務委託、工事請負費などで、本年度当初予算と比較し、南北自

由通路の階段部分のＬＥＤ交換工事を計上したことなどから114万8,000円の増額となって

おります。 

  次に、ナンバー17塩崎駅維持管理事業につきましては、予算額340万4,000円で、財源内

訳のその他財源は塩崎駅前広場使用料等で、残りは一般財源であります。事業の概要ですが、

駅トイレ維持管理に係る経費、駅周辺清掃及び自転車等整理業務委託で、本年度当初予算と

比較し増減はございません。 

  次に、ナンバー50都市建設部公用車維持管理事業でありますが、予算額264万円で、財源

内訳は全て一般財源であります。事業の概要ですが、都市建設部で使用しております公用車

12台分の燃料費、車検等費用で、本年度当初予算と比較し、組織機構の見直しに伴いまし

て公用車管理５台の減により27万2,000円の減額となっております。 

  次に、２目地籍管理費、ナンバー01地籍管理事業につきましては、予算額300万円で、財

源内訳のその他財源は地籍手数料で、残りは一般財源であります。事業概要ですが、国土調

査の成果の地図訂正等に伴う測量及び登記書類作成などの業務委託で、本年度当初予算と比

較し増減はございません。 

  予算参考資料４ページをお願いいたします。 

  次に、２項道路橋梁費、１目道路維持改良費、ナンバー01道路維持改良事業につきまし

ては、予算額5,954万5,000円で、財源内訳は全て一般財源であります。事業概要でありま

すが、各自治会からの要望等に伴う道路の小改良工事、小補修工事及び区画線補修工事など
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で、本年度当初予算と比較し、今年度は議会からの予算編成に向けての要望により970万円

の特別予算を計上しておりましたが、計画どおり執行ができたことから、その分を減額し、

新たに通学路の区画線補修を集中的に施す予算を計上したことなどから、106万3,000円の

増額となっております。 

  次に、ナンバー02道路舗装事業につきましては、予算額3,500万円で、財源内訳の市債に

つきましては合併特例債で、残りは一般財源であります。事業の概要でありますが、市道道

路の舗装工事費で、本年度当初予算と比較し、令和４年度から５か年の年次計画で実施する

下今井駒沢線の舗装工事を計上したことにより1,200万円の増額となっております。 

  次に、２目道路新設改良費、ナンバー01道路新設改良事業につきましては、予算額7,201

万5,000円で、財源内訳の市債につきましては合併特例債で、残りは一般財源であります。

事業の概要でありますが、市道の改良工事のほか、道路改良等測量設計業務委託、分筆登記

等業務委託、道路改良工事に伴う物件補償費、電柱水道施設等の移転補償費などで、本年度

当初予算と比較し、道路改良事業に伴う測量設計、物件補償算定の委託料が減ったことなど

から1,887万5,000円の減額となっております。 

  次に、３目橋梁維持改良費、ナンバー01橋梁長寿命推進事業につきましては、予算額

2,430万円で、財源内訳の国県支出金につきましては国庫補助金の道路メンテナンス事業費

補助金で、残りは一般財源であります。事業概要ですが、橋梁修繕費のほか、令和４年度は

94橋分の橋梁点検業務委託を計上しており、本年度当初予算と比較し、橋梁定期点検の件

数が増えたことにより1,315万円の増額となっております。 

  予算参考資料６ページをお願いいたします。 

  次に、３項河川費、１目河川維持改修費、ナンバー01河川維持事業につきましては、予

算額2,250万円で、財源内訳は全て一般財源であります。事業概要でありますが、各自治会

からの要望等に伴う河川水路の小改良工事、小補修工事で、本年度当初予算と比較し、こち

らも議会からの予算編成に向けての要望により、今年度は630万円の特別予算を計上してお

りましたが、計画どおり執行できたことから、その分630万円の減額となっております。 

  次に、ナンバー02河川改修事業につきましては、予算額5,740万円で、財源内訳の市債に

つきましては合併特例債で、残りは一般財源であります。事業概要ですが、河川水路の改修

工事のほか、富竹新田久保田地内水路改修工事の測量設計業務委託を計上しており、本年度

当初予算と比較し、雨水対策に伴う水路改修工事の測量設計委託費を計上したことなどから

790万円の増額となっております。 
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  次に、５項住宅費、１目住宅管理費、ナンバー01市営住宅管理事業でありますが、こち

ら予算説明書は106ページ、107ページになります。ナンバー01市営住宅管理事業につきま

しては、予算額2,901万1,000円で、財源内訳の国県支出金につきましては国庫補助金の社

会資本整備総合交付金、その他財源は住宅使用料で現年度分等であります。事業の概要であ

りますが、市内12か所259戸の市営住宅施設の維持管理経費、田畑団地２号棟の給湯設備改

修工事に伴う設計管理委託費及び工事費、寺前住宅１棟分の解体工事費、また、川辺町団地

ポンプ取替工事などで、本年度当初予算と比較し、今年度市営住宅管理システム改修業務委

託が終了したことなどから95万5,000円の減額となっております。 

  次に、予算説明書は132ページから137ページとなります。 

  11款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目公共土木施設災害復旧費、ナンバ

ー01現年度公共土木施設災害復旧費につきましては、予算額100万円で、財源内訳は全て一

般財源であります。 

  事業概要ですが、公共土木施設の災害復旧工事で、前年度予算と比較し、増減はございま

せん。 

  次に、13款諸支出金、１項基金費、７目市営住宅事業基金費、ナンバー01市営住宅事業

基金積立につきましては、予算額４万8,000円で、財源内訳のその他財源は、市営住宅事業

基金の運営費であります。 

  事業の概要でありますが、基金の利子収入を計上したもので、本年度当市予算と比較し

8,000円の減額となっております。 

  以上が建設課の令和４年度当初予算の概要説明となります。ご審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の建設経済常任委員会の質疑を受けます。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） すみません、４ページの道路の小改良、小修繕ですが、昨年の実績は

何件ぐらいか。 

○委員長（清水正二君） 現在までの実績ということですか。 

  小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） 今年度の実績につきましては、道路のほうは60件でござ
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います。 

○委員長（清水正二君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） ６ページの水路の小改良、小補修、これも今年度で結構です。 

○委員長（清水正二君） 小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） お答えします。 

  水路のほうにつきましては、40件となっております。 

○委員長（清水正二君） 松井委員、予算ですので、実績だけでなく予算に係る質問でお願い

いたします。 

  ほかに質疑ございますか。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） 何点かちょっとお伺いしたいんですけれども、まず１ページの地籍調

査費、01の地籍調査費ですけれども、これは毎年やっているようですけれども、これはあ

と残りはどのくらいあるんですか。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  竜王、双葉地区は既に当然終了しております。今現在敷島地区の県有林を除く全ての土

地・筆を調査対象として実施しておりますが、今現在今年度終了して残りが未調査面積が約

16平方キロメートルございます。年にちょっと多く見積もって0.3平方キロメートルずつ調

査していくので、およそ50年先まではかかるという今見込みでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（清水正二君） 静粛に願います。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） これは県の国土調査だから補助金もあると思うんですけれども、ちっ

とずつばかりそれだけやってって、これ成果というのはなるべく早く出したほうがいいと思

うから、補助金ももらいながら短時間にもう今調査自体もＧＰＳでみんな基準点もできます

ので、短時間に短い期間で業者もたくさんありますから、短い期間でこれを仕上げるように

補助金ももらった中で早めに終わるように検討していただきたいと思います。これは要望で

よろしいですけれども、お願いいたします。 

  それから続けていいですか。 

  今のその下の11の道路維持管理事業の中で、道路維持管理等作業員の人件費がここ載っ
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ていますけれども、これ直営で工事している人たちだと思うんですけれども、これの人数は

どのくらいいるんですか。 

  保坂係長。 

○建設管理係長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  こちらは直営で工事を行っているのではなくて、道路パトロールをしている会計年度任用

職員の数なので、竜王、敷島、双葉と２名ずつの６人体制で行っております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） それから、一番下の緊急道水路改修工事、これはどこを指しているん

でしょうか。 

○委員長（清水正二君） 保坂係長。 

○建設管理係長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  こちらはどうしても道路に陥没があって緊急性を要するものの対応をしていまして、年間

だと今年度につきましては６件ほどの対応がありました。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかに。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） あと次のページ２ページの分筆登記等に伴う測量委託費、これは420

万あるんですけれども、これはあれですか、この前私もちょっと一般質問した狭隘道路とか

そういうのに関係しているものですか。狭隘道路とは全然関係ない事業でしょうか。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  こちらの分筆登記に伴う測量委託料は、秋山委員のほうから一般質問あった狭隘道路とま

た別の取扱いになっております。 

○委員長（清水正二君） 秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） 続けてすみません。それから、その下の空家除去事業補助金、これは

空き家除去をどこかすると思うんですけれども、これはどこでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 根津係長。 

○建設総務係長（根津秀樹君） お答えいたします。 
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  今年度双葉地区の菖蒲沢地内で１件ありました。 

  令和４年度については、今相談が数件ありまして、それからあと現地確認をしまして対象

になるかどうかを検討して補助対象になるかをしましてお支払いするかどうかになります。 

○委員長（清水正二君） 秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） どこかと聞いているから場所が分かったら教えてもらいたいです。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  根津係長。 

○建設総務係長（根津秀樹君） 場所は、今竜王中学校がありましてその西側の道路沿いにあ

る空き家が１件あります。それであと富竹新田のそれも道路際にありまして、そこも空き家

になっていますのでそこと、あともう１件敷島のほうにあるんですけれども、ちょっと覚え

ていないです。すみません。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） 申し訳ありません。補足いたします。 

  こちらに令和４年度盛っています除却補助金、先ほど根津係長のほうから説明があったと

おり、申請が上がっている段階で当然審査をします。そこで対象となるという判断になれば

上限50万円の補助金という形になりますので、200万ということは４件分を当然見込んだ形

で今予算計上の方をさせていただいております。 

○委員長（清水正二君） 秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） その下の災害時避難路通行確保対策事業補助金これ１件と言ったんで

すけれども、これはどこですか。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えいたします。 

  こちらの対象物件は、竜王地内にございまして、ちょうどこの県道沿いにある建物、竜王

中学校ございましてそこの付近にあります建物、ビルになっております。そちらを一応通行

確保対策事業ということで、令和４年度予定をしているところでございます。これなぜかと

申しますと、緊急輸送道路に接している建物が対象になってきておりまして、まさしく甲斐

中央線、こちらが緊急輸送道路になっておりますので、そういったものが該当するというよ

うな内容で、令和４年度来年度はその建築物を１件予定しているところでございます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  秋山委員。 
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○委員（秋山照雄君） あとすみません、２点ばかりちょっとお願いします。 

  ４ページの道路舗装事業の中で、1,200万ずつでこの下今井何とか線と言ったんですけれ

ども、そこの延長、全体的にはかなりあると思うんですけれども、1,200万ということは部

分的にやっていくということですか。 

○委員長（清水正二君） 小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） お答えします。 

  下今井駒沢線の舗装工事につきましては、５か年の計画としまして１年に1,200万円の工

事費を計画しております。工事区間箇所につきましては、下今井地内のセブンイレブン甲斐

双葉赤坂店交差点から岩森地内の坊沢橋付近までの約延長２キロメートルの区間において損

傷が激しい箇所を集中的に舗装工事を計画しておるところであります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） それからあと１点、６ページの02の河川改修事業の中で８件とあっ

たんですけれども、これについてこの８件の雨水対策浸水対策事業というようなことを言っ

たんですけれども、これはどこを行うのかちょっと教えていただきたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  河川改修工事、来年度８件を予算計上させていただいております。こちらのうち浸水対策

に伴う工事は、竜王地区で１件、敷島地区で１件、双葉地区で１件というような形で、３件

浸水対策に伴う工事として予定しております。ほか５件につきましては、地元自治会からの

要望に伴う要望に対応する改修工事を計画しております。 

  以上でございます。 

○委員長（清水正二君） 秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） それはそのほか今度は来年度もまたこの対策事業は行われる予定です

か。今年で終わりですか。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  浸水対策につきましては、平成30年以降から今まで４地区に雨水対策調査の業務委託を
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予算計上させていただき実施しております。その結果に基づいて急所急所ですけれども、予

算に応じて対応していきますので、これは今後も続く継続していく計画であります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 質問します。 

  ２ページの12木造住宅耐震改修設計の項目なんですが、どのくらい件数といいますか、

予定されているか。 

○委員長（清水正二君） 根津係長。 

○建設総務係長（根津秀樹君） お答えいたします。 

  建替えが３件、耐震改修２件の合計５件になっております。 

  以上になります。 

○委員長（清水正二君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） その下の県単独急傾斜地崩壊対策ということで、急傾斜地というのは

どのくらいを捉えていらっしゃるんですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  この急傾斜地、当然国庫補助事業で県が実施している事業でございますが、崖高10メー

トル以上、また人家10戸以上もしくは５戸以上の災害時の避難通路がある、または避難場

所があるという箇所を対象としておるところでございます。 

○委員長（清水正二君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 内容は分かりましたけれども、どのくらいのボリュームがあるか。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  敷島地区のこれ継続で県のほうが事業を実施している中村地区こちらのほうとあと双葉地

区の双葉中学校の下のつくし野地区、こちらの２地区の急傾斜崩落対策事業のほうを県のほ

うで実施しております。 

○委員長（清水正二君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） ４ページ、01通学路の道路標示ですか、非常に薄れておるところが
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あるということで、今年度補修工事を予算化していると、何か所ぐらい今予定されています

か。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  こちらの1,000万円の予算計上でございますが、委員の皆様もご承知のとおり、昨年５月

に千葉県の八街市で起こりました通学路の事故を受けまして、各小学校及び各自治会から通

学路に関する安全対策の要望がここのところぐっと増えてきております。また、建設課とし

て道路維持管理の観点から、区画線が薄くなっている箇所が多くなってきていることから、

こういった形で令和４年度、令和５年度にかけて区画線の補修を集中的に施すための予算計

上をさせていただきました。ですので、金丸委員のほうから今おっしゃった件数は、これか

ら積み上げてもう緊急性当然あると思います。そういった順をつけて薄くなっているところ、

そういった危ないと思われるところは集中的にやってきております。今現在で大方の件数は

このぐらいですということは申し訳ありませんが、ちょっとそこまではこれからの積上げと

いうことでご了承いただきます。 

○委員長（清水正二君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 今これからだということですけれども、非常に通学路の安全というの

が非常に心配されるところですので、ぜひしっかりした区画線をある程度定期的に検査して

いただいてやっていただければいいかなと要望しておきます。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかに。 

  長谷部副委員長。 

○委員（長谷部 集君） １ページの下から３行目の市道の街路樹の関係の委託料なんですけ

れども、なんか説明だと松ノ尾通りとさっき聞こえた気がするんですけれども、どの辺の木

の伐採のことを言っているのか教えていただきたい。 

○委員長（清水正二君） 保坂係長。 

○建設管理係長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  そちらについては、甲斐松ノ尾通りが双葉のほうまで伸びているとは思いますけれども、

敷島地区のシャトレーゼがある交差点から東に向かって甲府までの間、そちらになります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 長谷部副委員長。 
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○委員（長谷部 集君） 説明だと伐採というふうに聞こえたんですけれども、伐採をするだ

けということですか。植え替えとかでなくて本当になくしてしまうという意味ですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  保坂係長。 

○建設管理係長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  そのとおりでございます。年数がたっていましてかなりの高木になっていますので、根元

から切る予定でいます。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 長谷部副委員長。 

○委員（長谷部 集君） 予算というか、計画だと切るだけということだと思うんです。そう

いう説明ですけれども、要望とか地域の話も聞きながらまた新たにきれいな街路樹をしてい

ただければなというふうに思います。これは意見で結構です。 

  質問変えまして２ページ目の上から５行目の新しい……。 

○委員長（清水正二君） ちょっと待ってください。私語を慎んでください。 

  すみません、続けてください。 

○委員（長谷部 集君） ２ページ目の新しい事業の危険老朽空き家の相続調査の委託の関係

なんですけれども、相続の調査を委託するという計画ということは、当然どこの空き家とか

というもう辺りがあってということだと思うんですけれども、これは何件ぐらいあってどう

いう方に調査を委託するのかというのを教えていただきたいです。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えいたします。 

  こちらの委託につきましては、常任委員会のほうでも若干お話しさせていただきましたけ

れども、危険老朽空き家、今私ども建設課で上げている絞っているのが合計９件ございます。

その９件に対しまして土地建物の所有者が死亡または相続放棄等によりまして判明ができな

いというような場合、所有権の登記名義人、また表題部所有者などの調査を行って、法定相

続人を特定する調査というような形で業務委託の予算を計上していただきました。こちら当

然我々職員で当然最初は追い始めるのですが、所有者が確定すれば当然それはそれでその方

にいろいろと折衝を試みていくんですけれども、どうしても先ほど言ったように死亡したり

とか、もうかなり古い人の名前で残っているというような空き家も中にはございます。そう

いったときには相続人調査ということで、こういう形で業務委託させていただくんですけれ
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ども、これは司法書士の先生方にお願いをする予定で今います。 

  以上でございます。 

○委員長（清水正二君） 長谷部副委員長。 

○委員（長谷部 集君） ちなみにこれは160万の予算立てなんですけれども、１件当たりど

のぐらいの調査料になるんですか。 

○委員長（清水正二君） 根津係長。 

○建設総務係長（根津秀樹君） １件約32万円を想定しております。 

○委員長（清水正二君） 長谷部副委員長。 

○委員（長谷部 集君） ありがとうございます。これが進めば本当に危険な空き家がなくな

ってくるというふうに思いますので、ぜひご努力をお願いしたいと思います。 

  質問を変えまして、最後です。６ページ目の下から２行目の市営住宅の解体の関係なんで

すけれども、今回寺前でということなんですけれども、この住宅を解体をするともう解体を

しなければいけないというような住宅というのはあとどのくらいの残りというか、見通しに

なるのか。もちろんまだ住んでいるお宅も含めて。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） 長谷部委員、合計の戸数でよろしいですか。 

○委員（長谷部 集君） はい。 

○委員長（清水正二君） ちょっと時間かかるようなので、暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時１０分 

 

再開 午後 ３時１１分 

 

○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  答弁を求めます。 

  保坂係長。 

○建設管理係長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  44棟です。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 長谷部副委員長。 
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○委員（長谷部 集君） ありがとうございます。まだ44棟あっていっぱいありますけれど

も、毎回話になりますけれども、何かあったときには非常に危ない状態だと思いますので、

住んでいる方のご理解もまたいただけるように努力をお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかに質問は。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 確認です。４ページ、02の道路舗装工事についてです。先ほど秋山

委員とも符合するわけですけれども、下今井駒沢線というのは一番長い距離と言いましたけ

れども、その中にほか８件とあります。そしてあと７件なんですけれども、大枠でよろしい

ですから地区別にもしできたらお願いしたいんですけれども。 

○委員長（清水正二君） 小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） お答えします。 

  舗装改良事業につきましては、竜王地区が４件、敷島地区が２件、下今井駒沢線を含めま

して双葉地区が２件となっております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ありがとうございます。その中で今の言う下今井駒沢線が一番長いと

いうことで、竜王地区４件、敷島地区２件なんですけれども、大枠大体悪いところだけをや

っていくというのが１路線という考えですか。そこのところお答えお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  こちら次年度予算計上させていただいています舗装工事につきましては、点ではなく線で

路線として舗装のほうの改修、やり返しをしていく工事という内容でございます。ですので、

延長が350メーターとか、長いところで120メーターとか、点ではなく線で新規工事をしま

すので、全面でございます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 長谷部委員がおっしゃったところなんですけれども、ページで言うと



－251－ 

１ページの道路維持管理事業の中の伐採ですね。市道街路樹の伐採が700万盛ってあると、

よくほとんど毎日ここを通るわけなんですが、まずその伐採した後、これはどうなるんです

か。この後は何か植えるとかそういう予定があるんですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  保坂係長。 

○建設管理係長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  まず高木につきまして伐採させていだいて、先ほども話があったように、地元等の要望等

があればまた何か植えていく方向で考えていきたいとは思っております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） さっき木を切っちゃうというのは伐採のことですか。それとも根元か

ら切っちゃうんですか。ちょっと教えてください。 

○委員長（清水正二君） 保坂係長。 

○建設管理係長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  高い木になってしまっているので、根元から切ってしまいます。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） あとは要望があればそこへ何か植えるということですね。 

  それで、これ基本的な要望になるかも分からないんだけれども、700万というのは毎年か

かるものではないと思います。10年に一度とか20年に一度の金額だと思います。市道がゆ

えに市が当然負担して管理しなければならないということは分かっています。この道がなぜ

市道なのか、これは前からの話なんだけれども、甲府駅のほうへ行くと急に県道になるわけ

です。通りも非常に多いと、この県道への昇格、移管という話は市の建設のほうからは要望

とかそういう動きがありますか。私とすればもう県に移管して県に管理してもらうというの

が一番手っ取り早い話だと思うんですが、いかがですか。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  こちらの三味堂村上線は、昔の経過からすると県事業で改良をして県の事業で抜いた道で

ございます。それでそのときの協定といいましょうか、そういった締結の中で施工後完成後

は当時の町のほうで維持管理というような協定の中で今現在至っておりますので、そこを改
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めてまた県道のほうへ言うなれば移管ですよね。そういったことは今現在はちょっと想定は

してございません。 

○委員長（清水正二君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） バス通りが県道から市道に移管されますよね。そういったこともある

ので、そこで昔からの話だからだめだということではなくて、将来的に向かって県道への移

管というのは本格的に考えるべき、距離も結構長いと思うんです。どこからどこまでやるか

分かりません。ただ長塚で交差する細い道のほうが県道で、広い道のほうが市道なんです。

非常におかしな現象が出てきています。この辺はやはり前からのあれだからということでは

なくて、改めてちょっと検討していただければありがたいと思うんですが、いかがですか。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  また、関係部局、当然県からの関係部局と当然市役所内関係部局でそういったまた今後将

来的に向けて協議をしてもよろしいのではないかというには考えております。 

○委員（五味武彦君） お願いします。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） ほかによろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ所管の委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、所管以外の委員の質疑を受けたいと思います。 

  質疑ございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ２ページの竜王駅維持管理事業のところで、これは前も言った経緯が

あるんだけれども、竜王駅観光客あそこの魅力発信とか、今これ御獄のほうへバスが今日も

話しをしたんだけれども、市営バスを竜王駅から出すとかと話があったんだよね。要するに

前に言ったロッカー、観光客が来ても荷物を預けるところがないと何人かから聞いたことが

あるんだよね。なので荷物預けるところをどこかに増やしたいと、当然ＪＲとか設計士の安

藤先生の許可も必要だということを聞いているんだけれども、その後何らかの折衝した経緯

があったら教えていただけますか。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 
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  以前も赤澤委員のほうからそういった質問いただいております。そのときに市としてＪＲ

のほうに協議という形をとりました。そういったとった過去もございます。ただそのとき管

理の問題とか、そこの置くスペースとかそういったことでなかなか折り合いがつなかったと

いうことで、現在に至っているわけですけれども、いろいろなまた総体的に検討をしてまた

改めた形でＪＲのほうとも協議を試みたいというふうに考えておりますので、ご理解いただ

きたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ぜひそこら辺はやはり基本的に市としても竜王駅を核にして観光とか

いろいろなことの事業とか展開する構想も出ているようなので、ぜひその辺を今後検討して

もらいたいと思います。 

  別件でいいですか。 

  ６ページの先ほどちょっと出た市営住宅の管理事業ということで、これ解体する、これは

寺前のこの間火災の遭ったところの解体の費用なんですか。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  こちら寺前住宅の解体工事費ということで、昨年暮れに火災に遭ったのは金の宮住宅でち

ょっとまた別な場所でございます。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） すみません、ちょっと勘違いして、市営住宅でついでにここ金の宮の

火災になったあの住宅が12月の半ばかな、火災になったのは。現状まだそのままなんだけ

れども、解体できない理由か何か、どういう理由で解体できないか教えてもらえますか。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  金の宮住宅の火災現場の処理でございますが、昨年の12月22日に出火いたしまして、身

元不明死亡者が１名あったわけでございますが、遺体の身元とあと火元、出火原因、こちら

が判明するまで現状維持をお願いしたいという警察、消防から捜査協力のお願いがありまし

て、全焼した住宅にこれまで立ち入ることができない状態でありました。その後、１月中旬

にご遺体の身元が判明しましたが、今日現在、本当今現在まだ火元、出火原因がいまだ確定

していないため、解体作業等への行動が今とれない状況なので、消防署からの連絡待ちの状

況であります。ただし、一般の方々がいたずらに立ち入らないように建設課のほうでは規制
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のテープをして囲いを今施してあるところでございます。 

  今後解体の処分の予定でございますけれども、先ほど申しますとおり消防署の一連の処理

が終わりましたら、新年度に住宅のアスベスト調査をまず行いたいと考えております。これ

は昭和37年に建築された住宅でありますから、アスベストが使用されている可能性が非常

に高い建物になっております。アスベストが使用されてますとまずその処分費、そのアスベ

ストの処分などで解体工事費の金額、工事費が大きく変動しますので、まずはそのアスベス

トの調査を行ってそれに基づきまして工事費を算定し、金の宮住宅の解体予算につきまして

補正対応にて予算措置をぜひお願いしたいと考えておるところでございます。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今の内容等はよく理解をしたんですけれども、あの近所の人たちから

結構苦情が来て、本来は民間だと火災、あるいはもう本当に１週間のうちには解体というき

れいにしていると、余りにも見た目もよくないし、今言ったとおり人が亡くなっているとな

ると何か気持ち悪いみたい、どうなっているんですか、市はいつまでもあそこということを

我々結構耳に入るんだよね。今理由は我々は分かったんだけれども、なかなか市民には分か

らなくて、市の怠慢なんていうようなことを耳にすることもあるので、そこら辺のところを

できるだけ消防の関係、それは分からないわけでないけれども、消防署にも言ってできるだ

け早く解体をするような方向へ持っていってもらいたいと思いますが、再度お聞きしたいと

思います。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  今赤澤委員のご意見で、確かにそのような形で市のほうにも若干耳には入っております。

ただ、本当に言い訳がましいんですけれども、先ほど申しましたとおり、消防署のほうでそ

ういった一連の火元が分かって前に進めれば即対応を市のほうでも考えております。これか

ら若干まだ時間がかかるようであれば、地元自治会、近隣住民のほうにはそういった内容を

示せばまた回覧みたいな通知を出して地元、近隣住民の方にもぜひともご理解をいただける

ようなアナウンスはしていきたいと考えております。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） その件でこの前ちょっと防災のときに話をしたんだけれども、この市

営住宅の特に金の宮は古い住宅、火災報知器かなんかあれは設置できているんですか。 
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○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  保坂係長。 

○建設管理係長（保坂俊和君） お答えいたします。 

  全戸に設置済みであります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 結局火災報知器があったということで、安心するんだけれども、火災

報知器がなかったとなると逃げ遅れたという、火事の中で亡くなったとなると市の若干のこ

れは瑕疵にもなる可能性があるので、これは十分注意してもらって、特に電池なんか寿命が

あるからずっとつけっぱなしではないから、そこら辺のところをきちっと整理してもらえれ

ばまた注意してもらいたいと思いますけれども。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めますか。 

  中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  そういったまた今の要望的な事項は、周知徹底して今後も維持管理に努めていきたいと考

えております。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑は。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ５ページの橋梁長寿命推進事業、これについて点検が94橋で2,400万、

これのことをちょっと詳しく説明してください。５ページの橋梁長寿命推進事業。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） お答えします。 

  橋梁点検につきましては、94橋予定しておりまして、竜王地区が44橋、敷島地区につき

ましては29橋、双葉地区につきましては21橋を予定しているところであります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それでその上の橋梁修繕料というのが30万あるんだけれども、これ

はどういう修繕をするんですか。 
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○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） 橋梁修繕料につきましては、緊急時の対応のための舗装の

打替えとか、ネットフェンスの補修等を予定しておるところでございます。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうするとこの橋梁点検のその業務、点検をしてその点検に応じてそ

の危険箇所とかそういうものを先に調査をしてそれをやっていくということなのか、今の説

明だと緊急的なものがあってやっているとなるとその関連性というのはないということだね。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  内藤委員がおっしゃるとおり、この橋梁修繕料の30万とその点検業務とかけ離れた形に

なっております。毎年のことなんですが、こちら橋梁の補修工事につきましては、国庫補助

事業として補助金をいただいて施行しているところであるわけなんですが、その予算措置に

つきましては、国への補助金要望額に対しまして内示が毎年４月の上旬に内示が出てきます。

その内示補助金の確定額、その確定した段階で予算措置をここのところ毎年ではありますが、

６月補正での予算措置をお願いをしておるところでございます。そちらの補修工事、国庫補

助金の補修工事につきましては、６月の補正予算のほうでの予算措置でお願いしたいと考え

ております。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それでこの点検はするのはいいんだけれども、結構の金額なんだよね。

前年度が1,400万、今回2,400万ということで、２年でもって3,500万点検にかかっているん

だよね。だからここの点検そのものが本当に生きているのかどうなのか、今の話だと全く別

の形でやっているということであって、それを点検しながらその先について悪いところがあ

ったら直すよとそういうことであれば分かるんだけれども、この点検が生きているかどうか、

効果があるのかどうか、その辺のところはどうなのか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） お答えします。 

  定期点検につきましては、５年に１回の点検が義務づけられておりまして、その点検の結

果に基づきまして、健全性が３以上のものにつきましては、国に要望いたしまして補修工事
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を随時行っているところでございます。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 結局前年度と今年度予算計上してやりましたと、そのことを踏まえて

今後修繕をしていく、計画を立てていくそういうことでいいの。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  まさにそのとおりでございます。先ほど係長が言ったように診断の結果でその診断のラン

クが出てきます。そこでＣ判定、Ｄ判定が出たときにはもうこれは危険度が高いということ

で、予算措置で直しますので、この点検が言うなれば一番基本になってくるということで、

これは毎年毎年の点検というのは後々後に生きております。 

  以上でございます。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、さっきの説明ではこの点検業務というのは引き続きず

っと続いていくの。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  ５年に一度のサイクルで回っていますので、市内にある橋梁につきましては、５年に一度

のサイクルでいきますので、続いていく計画でございます。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 次年度がこの計上はないということだね。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  次年度も当然本数は増減はあるんですけれども、この業務はもうずうっと５年サイクルで

動いていきます。そういうことです。 

○委員長（清水正二君） 質疑は順に行ってください。 

○建設課長（中澤一昭君） そういった形でございます。 

○委員（内藤久歳君） これは５年サイクルで回っていくからずっと永遠に続くということだ

ね、この点検作業というのは。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 
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  中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  そのとおりでございます。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

  清水和弘委員。 

○委員（清水和弘君） ５ページ、01で竜王田中線改良工事に伴う物件補償というのがあり

ますけれども、差し支えなかったら対象物件教えていただけませんか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） お答えします。 

  主な物件補償につきましては、ブロック塀、門扉、庭木等がございます。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 清水和弘委員。 

○委員（清水和弘君） 対象になっている場所は分かりますか。 

○委員長（清水正二君） 小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） 場所は、竜王地区で自治会名でいいますと、竜王三区とな

ります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 次のページの水路改修の富竹新田久保田地内、これ場所はどこですか。

久保田はどこですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） お答えします。 

  竜王東小学校の東側となります。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） ここの水路は今のところ開渠ですか。 

○委員長（清水正二君） 小田切係長。 
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○建設土木係長（小田切英規君） お答えします。 

  この部分につきましては暗渠となっております。 

○委員長（清水正二君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） これを660万で測量と設計業務委託と、延べ例えば暗渠ということは、

暗渠のやり替えですよね、基本的に。幅、長さ、深さはどのくらいの距離をどんなふうな感

じの直しになるのか。 

○委員長（清水正二君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  工事に伴う測量設計ですので、これから計画を立てていく、これからそれを出すための測

量設計となります。 

○委員長（清水正二君） 斉藤委員、その件に関しては今予算ですので、事前協議という形の

中に入りますので。 

○委員（斉藤芳夫君） ちょっと待ってください。 

  ちょっと休憩してくれませんか。 

○委員長（清水正二君） 何でですか。 

○委員（斉藤芳夫君） 660万円の予算を組んでいるという……。 

○委員長（清水正二君） 斉藤委員、発言の許可を得てください。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 660万円の予算を組んでいるということは、概算なり何なりの工事金

の、あるいは作業内容とか工事内容がある程度分かっていないと660万円という数字が出せ

ないんではないかと、あるいは660万円以内で収めるような工事をやるのか、距離が何メー

ターになってどうなる、どういう工事をするとこの660万円の範囲内に収まるのか、そうい

うことを説明ほしいと聞いているんだけれども。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） 延長につきましては約50メートル、断面につきましては、

ちょっと手元に資料がなくて分かりませんけれども、暗渠の先が開渠となっていまして、開

渠の部分から断面が大きくなりますので、その断面に合わせた設計をしてもらうということ

で、今ある暗渠を生かしてもう１本違う水路を伏せるのか、それを全部壊して新たに伏せ直

すのか、その辺の検討も全部入れた中でコンサルタント会社さんに設計をお願いをすること
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を考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ、質疑を終了いたします。 

  これで６款農林水産業費、８款土木費及び11款災害復旧費並びに13款諸支出金のうち建

設課所管分についての質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ３時３７分 

 

再開 午後 ３時４２分 

 

○委員長（清水正二君） それでは、会議を再開いたします。 

  ここで報告いたします。 

  伊藤委員につきましては、早退する旨の申出がありましたので、ご報告申し上げます。 

  次の審査に入る前に先ほどの谷口委員の質問に対して答弁を求めます。 

  堤課長。 

○商工観光課長（堤 貞治君） 先ほど谷口委員の御獄古道に関しまして景観の関係でお答え

できずに申し訳ございませんでした。お答えいたします。 

  御獄古道の上下、上道、下道の登山道につきましては、甲斐市景観計画によります地域区

分では、森林景観形成地域に設定されております。よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） ここで答弁を終わります。 

  ここで職員退室のため暫時休憩をいたします。 

 

休憩 午後 ３時４４分 

 

再開 午後 ３時４５分 
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○委員長（清水正二君） 会議を再開いたします。 

  次に、８款土木費、４項都市計画費のうち都市計画課所管分について説明を求めます。 

  大木都市計画課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 連日大変お疲れさまでございます。 

  都市計画課から令和４年度当初予算の概要につきましてご説明いたします。 

  予算参考資料のナンバー８、８ページをお開きください。また、予算説明書は104、105

ページからとなります。 

  初めに、８款土木費、４項都市計画費、１目都市計画総務費であります。ナンバー01都

市計画関係職員数につきましては、予算額１億2,100万3,000円で、財源内訳のその他は、

開発許可申請手数料や屋外広告物審査手数料などの都市計画手数料、残りは一般財源となり

ます。 

  事業内容は、都市計画課職員17人分の人件費で、職員２人の増員により本年度当初予算

と比較し、1,925万7,000円の増額となっております。 

  次に、ナンバー10都市計画関係審議会費につきましては、予算額21万7,000円で、財源は

全て一般財源となります。 

  事業内容は、委員報酬が都市計画審議会２回、景観審議会３回分の報酬と郵送料などの事

務費等で、景観審議会の開催回数の増加により本年度当初予算と比較し３万5,000円の増額

となっております。 

  次に、ナンバー11都市計画諸費につきましては、予算額2,381万8,000円で、財源内訳の

国庫支出金は、立地適正化計画策定に係る国の補助金及び都市計画基礎調査に係る県の負担

金、その他の財源は都市計画図、総括図売りさばき代、残りは一般財源であります。 

  事業内容は、都市計画マスタープランが本年３月末に計画策定となることに伴い、集約型

都市構造、コンパクトプラスネットワークの実現に向け、公共交通網に配慮しながら医療・

福祉・商業などの都市機能を誘導する区域と居住を誘導していく区域を定め、将来にわたり

持続可能なまちづくりを目指し、立地適正化計画の策定業務を来年度から２か年度計画で行

います。この計画策定に伴い、新たに設置を予定いたします策定委員会の委員報酬、旅費、

事務費等のほか、計画策定に係る委託料と使用料及び賃借料は、有料道路使用料、景観重要

樹木等の標識設置に係る工事請負費、３団体への法令外負担金と７団体へのその他負担金で

あります。このほか都市計画法に基づき５年に一度実施いたします都市計画基礎調査などに

より本年度当初予算と比較し、1,632万3,000円の増額となっております。 
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  次に、２目幹線道路整備費、ナンバー01幹線道路整備事業につきましては、予算額699万

1,000円で、財源内訳の市債は、合併特例債、残りは一般財源となります。 

  事業内容は、後ほど詳しく説明いたします（仮称）篠原地区公園の整備に伴い、新たに公

園へのメインの進入路となる市道緑化センター八幡前道路整備に伴う設計業務委託のほか、

設計積算に係る図書資料の電子化に伴う使用料と事務費等でございます。また、今年度暫定

形により供用開始いたしました市道新町本線道路整備事業の完了により、本年度当初予算と

比較し6,771万7,000円の減額となっておりますが、未取得となっております区間の地権者

との交渉を継続してまいりますので、ご理解をお願いいたします。 

  予算参考資料10ページをお開きください。 

  次に、４目公園管理費でありますが、ナンバー01都市公園、市立公園維持管理事業につ

きましては、予算額１億316万9,000円で、財源内訳の市債は合併特例債、その他財源は公

園施設使用料、残りが一般財源となります。 

  事業内容は、市内都市公園、市立公園計23園の維持管理経費で、公園管理消耗品や燃料、

光熱水費などの事務費等のほか、委託料は竜王、敷島、双葉各地区の都市公園、市立公園の

清掃や除草、剪定作業、芝生の土壌改良等の業務委託、使用料及び賃借料につきましては、

用地取得までの間の敷島総合公園借地料と公園ＬＥＤ照明リース料であります。このほか工

事請負費は各公園の一般工事のほか、劣化が見られる敷島総合公園園路舗装補修工事、赤坂

台総合公園シバザクラ花壇改修工事、原材料費は公園管理用資材等の購入費、また赤坂総合

公園はグラウンドゴルフ等各種行事が多いことから、来園者に予定を周知するため、新たに

行事予定表示板を購入するための備品購入費、公課費として公用車の自動車重量税でありま

す。市内都市公園の維持管理業務につきましては、これまで主に公益財団法人峡中広域シル

バー人材センターへ委託をしておりましたが、昨年の決算審査特別委員会において島上条公

園内芝生の管理状況についてご意見をいただいたことから、来年度試験的に民間事業者へ芝

生管理業務を委託することといたしました。また、竜王南部公園、西八幡公園、名取公園、

カルチャーパーク、境公園の５園につきましては、屋外トイレが和式となっていることから、

バリアフリー化に向け、来年度新たに竜王南部公園屋外トイレの改修を行い、残り４園につ

きましても次年度以降計画的に改修を行うこととしております。 

  このほかこれまで賃貸借契約を結んでおりました敷島総合公園用地の購入に向け、不動産

鑑定と用地取得費を計上したことなどから、今年度当初予算と比較し1,128万7,000円の増

額となっております。 
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  予算参考資料12ページをお開きください。 

  次に、ナンバー02開発内公園等維持管理事業につきましては、予算額2,608万6,000円で、

財源は全て一般財源となります。 

  事業内容は、各自治会の開発内公園152か所、ちびっ子広場95か所、地域公園広場15か所

のほか、県と管理協定を結び維持管理を行っております荒川河川公園と市内の公共施設の樹

木、街路樹の維持管理経費で高木の剪定、樹木消毒、遊具点検手数料などの事務費等のほか、

委託料として荒川河川公園公共施設及びちびっ子広場の維持管理業務、使用料及び賃借料は、

桜の開花時期に荒川河川公園内に設置いたします仮設トイレのリース料であります。このほ

か工事請負費は、公園の一般修繕工事、原材料費は公園管理料資材等の購入費、備品購入費

は松島団地、町屋、團子区内ちびっ子広場用ベンチ購入費、補助金は地域いこいの広場の設

置及び固定資産税を補填するための補助金であります。各地区のちびっ子広場の遊具等の改

修につきましては、これまで自治会からの要望のほか、隔年での点検結果に基づき実施して

おりますが、劣化状況等を考慮した中で優先順位を設け、来年度集中的に改修を行うことか

ら、本年度当初予算と比較し796万2,000円の増額となっております。 

  次に、５目公園建設費、ナンバー01公園整備事業であります。03緑化センター跡地活用

事業は、予算額4,366万円で、財源内訳の国庫支出金は都市公園整備に係る国の社会資本整

備総合交付金、市債は合併特例債、残りは一般財源となります。 

  事業内容でありますが、委員報酬は本年度からお願いしております公園整備アドバイザー

への謝金、旅費につきましては普通旅費等事務消耗品、郵送料等の事務費等のほか、委託料

として公園の整備内容を具体化するための基本設計業務委託、使用料及び賃借料は有料道路

使用料であります。（仮称）篠原地区公園整備については、本年度跡地に隣接する民有地の

取得と整備に向けた方向性を検討するため、市民ワークショップなどの開催により整備基本

計画の策定を進めてまいりました。今定例会の初日、市長説明要旨において公園の基本コン

セプトを次世代につなぐ創造の森とし、既存の樹木や緑を生かしながら可能な限り市民の皆

様の意見を取り入れ、遊具や芝生広場ほか子育てや学び、甲斐市版ネオボラ推進等軸の拠点

となる複合施設を核に防災面に配慮し、誰一人残さない共生社会の実現に向けた皆様に愛さ

れる公園として公園整備の方向性を示したところであります。来年度は公園整備の内容を具

体化するため、市民ワークショップなどでいただいた整備例を基に基本設計業務を行い、そ

の後進捗状況に応じ、補正予算等の対応により実施設計業務を行う予定であります。 

  なお、設計業務委託に計上しました3,400万円につきましては、公園整備の内容が具体化
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しておりませんので、これまで市内の公園を整備の事例を参考に概算で計上したものでござ

います。 

  今年度公園用地取得と物件補償等が終了したことから、本年度当初予算と比較し３億

8,515万6,000円の減額となっております。 

  予算参考資料14ページをお開きください。 

  最後に７目緑化推進費でありますが、ナンバー01緑化推進事業につきましては、予算額

1,568万6,000円で、財源は全て一般財源となります。 

  事業内容でありますが、市民の緑化意識の普及啓発と緑化活動の推進を図るための経費で、

事務費等として市内の花壇、プランターの花の苗、記念樹の購入経費、郵送料等のほか、委

託料は花壇、プランター等の維持管理経費であります。また、工事請負費は、花壇設置、改

修などの軽微な工事の経費で、原材料費は花壇の補修材料等、負担金及び補助金は、緑化ボ

ランティアの母体組織、甲斐市花と緑のまちづくり推進協議会への補助と生け垣・花壇等の

設置補助金で、今年度当初予算と比較し、事務費等や委託料の見直しを行ったことから、

11万7,000円の増額となっております。 

  以上が都市計画課の令和４年度当初予算の概要説明となりますので、ご審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の建設経済常任委員会の質疑を受けます。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 10ページになります。01都市公園、市立公園の維持管理費の中に島

上条公園用地取得に伴う不動産鑑定50万4,000円でありまして、その下に11ページにありま

すように敷島総合公園用地取得費1,249万8,000円とあります。その中のここには不動産鑑

定をしてが50万があって、あとはこの取得で出てきたと思うんですけれども、これについ

てちょっと説明をお願いしたいですけれども、よろしくお願いします。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  大木都市計画課長。 

○都市計画課長（大木 康君） おっしゃっるとおりこれまで敷島総合公園につきましては借

地にて対応してまいりましたが、来年で20年の契約の最終年度となります。それに向けて

用地取得に向け調整のほう行ってきましたところ、地権者と内々の承諾がとれたことから、
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来年度不動産鑑定を経て用地取得を行いたいとの予算のほうを計上させていただいておりま

す。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 長年地元の議員さんたちもみんなそんなことをやってようやくかなっ

たかなと思うところですけれども、余りにも少し用地取得が1,240万ということはちょっと

高額ではないかと思うんですけれども、平米数はどれぐらいですか。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 平米数につきましては3,787平方メートルでございます。 

  なお、取得費につきましては、実際不動産鑑定をしてみないと分からないところでござい

ますが、過去に敷島町時代にクラインガルテンの整備を行っていることから、クラインガル

テン整備のときの取得時の金額、これが単価3,300円でございますけれども、これで予算の

ほうは計上させていただいております。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 分かりました。それでその値段というのはおおよそでなくてここの用

地取得に伴う不動産鑑定士に今から依頼するということですね。よくこの金額が今言うよう

なクラインガルテンを想定しての値段だと思いますけれども、そこのところをお願いします。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） あくまで予算上ということでクラインガルテン整備時の単価

で計上させていただいたわけでありますけれども、実際の取得費は不動産鑑定を経て金額の

ほうを決定するところでございます。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 13ページ、公園整備事業の中の篠原地区（仮称）緑化センター跡地

活用の中に業務委託、設計委託が3,400万とあります。今年度大枠市民ワークショップ、ま

た緑化センターが特別委員会の中でも来週ですか、来週末頃にはもう一度最後の委員会開く

んですけれども、そこのところに山梨総研さんからの総合的な案が出てきて、そんなことで、

この設計もここでもって3,400万ということで、業者は今から決めるんでしょうけれども、

大枠その山梨総研さんからのあれを全部一体それを含味した中で設計者に依頼をするという

ことですか。そこのところをお願いします。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  大木課長。 
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○都市計画課長（大木 康君） 先般の特別委員会として全員協議会の中でもお話しさせてい

ただきましたが、まず３月の下旬に特別委員会のほう開催させていただきまして、その中で

本年度策定を行っています整備基本計画の内容ということで、整備例のほうを皆様にお示し

のほうをしていきたいというふうに考えております。 

  ただ、これの具体的な整備内容につきましては、当然市民ワークショップ等で出た整備例

を基に今後検討していくわけでございますが、今現在決まったものではございませんので、

先ほど説明させていただいたとおり、市内のほかの都市公園の整備の事例からその設計に係

る金額の概算で計上させていただいたところでございまして、必要であれば補正予算等で対

応させていただくものと考えております。 

○委員長（清水正二君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） そうですよね。そうしないとこの中に公園アドバイザーを頼んだり旅

費としても14万6,000円いろいろなことを盛ってあるんですから、その方たちもいろいろな

ところへ出ていろいろなことを見てそんなことも資料の参考にはなるということでしょうか、

にするということでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） あくまでも３月末の特別委員会でお示しさせていただくこの

整備基本計画で策定を行いました整備例を基に今後検討していくということで、一旦皆様に

お示しをさせていただいてから公園の具体的な整備の内容を決めていくというような流れと

なります。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 10ページの敷島、双葉、竜王の公園の業務管理委託ですが、これは

シルバーの仕事だったと思うんですが、ちょっと確認したいと。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 通常各地区の都市公園につきましては、従前シルバー人材セ

ンターのほうへ管理のほう維持管理をお願いしていたところですけれども、説明の中でも触

れましたが、昨年の決算の審査特別委員会において、島上条公園の芝生の状態がよくないと

いうご意見をいただいたところで、来年度試験的に島上条公園の芝生の維持管理につきまし

ては、民間の会社のほうに委託したいということで、今回の予算のほうを計上させていただ
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いております。 

○委員長（清水正二君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） それで敷島の総合公園の樹木が伸び過ぎて梅の道をかなり日陰を作っ

たり、民間の農地に日陰をかなり作ったりということで、これを改善してほしいというお話

をしましたが、それについてはどうでしょう。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 今年度公園の入り口の樹木をそのような苦情をいただきまし

て、一部剪定のほうをさせていただいたところでございますが、当然この維持管理業務の中

でもそういった趣旨の予算も含まれておりますので、適切な維持管理を行ってまいります。

また、何か不具合がありましたらその都度おっしゃっていただきたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 質疑ございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 不具合なんですが、この間切っているの見たら市道に面したところ切

っていたけれども、それは構わないんですが、肝心の農地に大変な日陰が出ている、そこに

は全く手がついてないので、これは後、地図をお見せしますが、ちょっと確認をした上で対

処してください。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 答弁よろしいですか。 

  大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） それでありましたら後ほど細かく場所をお示しいただければ

対応のほうさせていただきたいと思います。 

○委員長（清水正二君） ほかに質疑ございますか。 

  秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） 12ページの02の開発内公園等維持管理事業、この開発内公園という

のは幾つぐらいあるんですか。 

○委員長（清水正二君） 三井係長。 

○緑化推進係長（三井賢治君） お答えいたします。 

  開発内公園につきましては、152か所ございます。 

  以上です。 
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○委員長（清水正二君） 秋山委員。 

○委員（秋山照雄君） その152か所の中で開発内で樹木とかそういうものの管理とかそうい

うものをしているという箇所だと思うんですけれども、基本的に開発内の維持管理について

は、そこの開発の居住者、自治会に委託というか、自治会に任せるという建前になっている

と思いますけれども、その辺のところはどうなんですか。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） おっしゃるとおり開発内公園につきましては、開発事業者か

ら帰属を受けた後、市で自治会に管理をお願いしているところでございますが、どうしても

高木等なかなか自治会でそういった維持管理難しい部分につきましては、区からの要望をい

ただいて市のほうで対応のほうさせていただいております。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（清水正二君） なければ所管の委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、所管以外の委員の質疑を行います。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 11ページの工事請負費の南部公園の屋外トイレ、これは非常に利用

者から要望をいただいている中で進めていただいて本当にありがたいと思っています。この

250万円ほどの予算の中でどんな形のものができそうでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 三井係長。 

○緑化推進係長（三井賢治君） お答えさせていただきます。 

  現在のトイレなんですが、扉とかもついてなくて外からちょっと男性のトイレだと丸見え

の状態になってしまいます。そういった扉をつけたり、そして和式の便器があるんですけれ

ども、それを洋式に改めまして、そしてあとトイレの入り口とか段差とかを改良しまして、

平らな段差がないような改良工事をさせていただく予定でございます。 

○委員長（清水正二君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） ありがとうございます。全部取り壊してという形でなくて、現状もの

は改修していくという形だと思うんですが、これはきちっと男性、女性とトイレを分けては

いただけますよね。 

○委員長（清水正二君） 三井係長。 
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○緑化推進係長（三井賢治君） お答えいたします。 

  きちんと扉をつけて男子用便所、そしてあと洋式のトイレというふうにきちっと分ける形

で整備させていただきます。取壊しではなくて、今現状のトイレを改築するという形でござ

います。 

  以上でございます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） その11ページのその南部公園、これいろいろ言われていたんですけ

れども、この男子用トイレ今小便器だけということですか。 

○委員長（清水正二君） 三井係長。 

○緑化推進係長（三井賢治君） お答えいたします。 

  現在男子用の便器がありまして、そしてあともう一つは和式のトイレがあるんですが、そ

れは男性と女性の兼用になっていまして、今回の改修に当たっても一応位置づけは現状のと

おりなんですが、今度はきちっとトイレのドアをつけましてちゃんと区別して、便器のほ

うは男性も女性も一応利用できるような形ですけれども、ちょっと男子用のまた便器をつ

けると建替えがちょっと必要になりますので、今の現状の改築ということで考えておりま

す。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） やはり兼用というのは異常な状態だと思いますので、これについては

ちょっと要望ですけれども、しっかりと男性用、女性用分けてやっていただくことを求めた

いと思います。 

  別件なんですけれども、公園整備事業の緑化センター跡地活用事業について伺いたいんで

すけれども、篠原地区公園設計業務委託3,400万ですね、これほとんどフラワーパーク＆ミ

ュージアムのときと同じだったと思うんですけれども、この募集方法というのは提案型プロ

ポーザル方式でやっていくことなんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） この設計業務委託の業者の選定につきましては、今後その整

備の内容によってまた契約の担当とどういう執行が望ましいのかというのは調整のほうさせ

ていただきます。 
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○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） それと維持管理委託料なんですけれども、これは現状の緑化センター

ありますよね、あれの維持管理を委託するということなんですか。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） おっしゃるとおり旧の緑化センターの施設と今年度民有地を

新たに取得しまして、篠原地区公園の公園区域の管理をするということでございます。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 公園として管理するということで、それともう１件ちょっと伺いたい

んですけれども、県有地の２億6,000万ですか、なんか出たんですけれども、あれは完成し

てから県から買うということになるわけ、購入する、決定するということなんですか。それ

とも昨年の３月の補正予算では２億6,000万が１億4,600万ということで、もう決定したと

いうことで伺ったんですけれども、それは執行されてないということなんですか。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 県有地の取得につきましては、昨年の３月の議会におきまし

て契約の議決をいただきまして、ただ予算の執行につきましては、年度内に所有権移転等支

払いができないことから、翌年度へ繰越しさせていただきまして、令和３年度に全て支払い

のほう完了しまして、今全て所有権も移転し、甲斐市のほうのものとなっております。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） その金額は１億4,600万円ということで変わりないんですか。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） おっしゃるとおり１億4,609万4,500円で、金額については

変わりございません。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 10ページの都市公園、市立公園の維持管理事業ということで、先ほ

ど課長のほうから出ましたね、島上条公園の芝管理業務委託ということで、業者のほうに委

託ということで予算を計上で感謝します。ありがとうございました。結構万年ひどい状況な

ので、徹底していただければありがたいと思います。 

  その下のほうのさっきも話出ているんだけれども、敷島総合公園用地取得費、これ20年

かかってやったということで、ちょっとこの細かく何人の地権者がいてその辺細々教えてい

ただけますか。 
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○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 現在敷島総合公園の借地でお借りしている地権者１名で、面

積は先ほど3,787平方メートルでございます。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これいつもこれ上のほうにあるんだけれども、22万5,000円かな、こ

れも用地が借地であるので、総合公園のこれグラウンドの真ん中にあるんだけれども、例年

言っているけれども、なかなか地権者と話がつかないということになって、この地権者とは

別の地権者ですか。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 同一の地権者でございます。同一の地権者の方でこれまで借

地契約をしておりまして、市議会等からも用地購入の意見をいただいたということで、今年

度地権者と用地購入に向けたお話を内々にさせていただきまして、おおむね合意が得られた

中で来年度不動産鑑定をして用地取得を行いたいということで、予算のほうを計上させてい

だたいております。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 要するにこの借地料で22万5,000円も計上してあるんだけれども、そ

の辺がちょっと。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 失礼いたしました。この借地料につきまして用地購入までの

間の借地料ということで、年間の借地料が30万円でございますけれども、９か月見込んで

おりまして22万9,000円ということで、計上のほうさせていただいております。 

○委員長（清水正二君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 分かりました。ちょっとこの辺が理解できなかったもので、用地取得

するまでの借地料という形でできるだけ早く用地取得すれば若干これよりもまたマイナスに

なる可能性も当然あるという理解でよろしいんですか。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） おっしゃるとおりでございまして、できるだけ早く取得のほ

うしたいというふうに考えてございます。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  滝川委員。 
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○委員（滝川美幸君） すみません、しつこくて申し訳ありません。 

  十分この南部公園のトイレのことは感謝しているんですけれども、やはりこの時代ですか

らできたら洋式のトイレを２つ何とかしていただいて、完全に女性、男性という区別をつけ

ていただけば非常にありがたいと思います。今まだ予算ですから何とかどこかから予算取っ

ていただいて、２つの洋式のトイレを造っていただいて女性分けていただくと、利用者非常

に女性多いですから、後からそう言われるよりも最初からそういう形のものを造っていただ

けたら非常にありがたいと思いますので、ぜひ考えていただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。要望ですが、お答えを伺いたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 今そのような声を伺いましたので、また内容につきまして検

討のほうさせていただきたいと思います。 

○委員長（清水正二君） ほかに。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 赤坂台総合公園の来園者の行事予定表というのはどこへどんな形で設

置するんですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  三井係長。 

○緑化推進係長（三井賢治君） お答えいたします。 

  展望塔のエレベーター付近に設置をして、よく自販機を結構利用される方おりまして、そ

して自販機を利用した方がグラウンドゴルフをやっているのを見まして、今度遊びに来る日

をグラウンドゴルフがない日に遊びに来たいということで、事前にそういったグラウンドゴ

ルフとかがある日を知りたいということで、なんか周知をしていただきたいというご要望を

いただきまして、それでそういう行事予定表を用意しまして、展望塔のエレベーター付近に

設置したいと考えております。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今グラウンドゴルフをやると言ったんだけれども、赤坂台総合公園は

グラウンドゴルフは半面占有、全面は占有できないんだよね。そういう形の中で利用者がそ

ういうことを気を遣ってやるということは、グラウンドゴルフが広い範囲でもって占有して

いるという可能性もあるんですね。だから半分あればほとんどの来園者は自由に遊べるはず



－273－ 

なんだよね。その辺の管理はどうなっているか。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 赤坂台総合公園のグラウンドゴルフ等の貸出しにつきまして

は、うちのほう使用できる範囲を定めておりますので、そこを越えて半分以上占有するとい

うことはございませんが、赤坂台総合公園につきましては、総合公園ということで来園者も

多く、今日は芝生で思いきり遊びたいとかそういう中で、来たらグラウンドゴルフをやって

いて思うように遊べなかったとかいろいろな来園者からそういった声も多数いただいている

中で、こういった行事予定をあらかじめ周知のほうさせていただきたいということで、予算

のほうを計上させていただいたところでございます。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると掲載予定というのは、月のこの日はグラウンドゴルフが使

用しますよというそういうものをやってということですか。 

○委員長（清水正二君） 答弁を求めます。 

  三井係長。 

○緑化推進係長（三井賢治君） お答えいたします。 

  １週間から10日分の予定を記載できるボードを用意いたしまして、事前に周知させてい

ただくという形をとりたいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（清水正二君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 別件だけれども、それで総合公園のことに関してあそこに樹木とか記

念樹とかいろいろ植えてあるんだよね。そしてそのときの記念樹で例えば中国との交流の記

念樹とかいろいろあるんだけれども、行事の管理ということを考えると字が消えて見えない

という部分があったり、そしてはがれ落ちたりとか、木に何の木とかある、そういうものが

もうかなり年数がたっていてちょっと管理が行き届いてないような感じがするんです。だか

ら一応点検をしてきちっとした形で今までついているものをきちっと表示してもらうような

形でちょっと取組をしてもらいたいと思います。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 名板の管理ということでございますけれども、今そういった

ご意見伺いましたので、園内の状況を見ましてそういうものの対応のほうとらさせていただ

きたいというふうに思います。 
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○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 私も先ほどから出ています南部公園のトイレの件に関係します。やは

り男女兼用のトイレは反対です。やはり別々に必要ならば両方造る、必要ならば建て替える、

それはやっていただきたいと思います。 

  それで、ちなみにお伺いしたいんですが、市内の屋外のトイレとか、公民館の屋外トイレ

とか、公園とかトイレで男女兼用になっているトイレというのはございますでしょうか。ほ

かに調べてないですか。ありますか。もし調べてあるようだったらそこもやはりしっかりと

替えたほうがいいと思います。男女兼用なんて今どきやりません。時代後れもいいところで

す。 

○委員長（清水正二君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 男女兼用のトイレの数、すみません、私の手元にはないんで

すけれども、公園トイレのバリアフリー化ということで、今洋式の便器がない公園につきま

しては、今後計画的に解消を進めるということで先ほど説明のほうさせていただきましたの

で、それと併せて今伺ったご意見の内容につきまして検討のほうさせていただきたいと思い

ますので、ご理解のほうお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ質疑を終了いたします。 

  これで８款土木費、４項都市計画費のうち都市計画課所管分についての質疑を終了いたし

ます。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ４時２５分 

 

再開 午後 ４時２６分 

 

○委員長（清水正二君） それでは会議を再開いたします。 
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  次に、４款衛生費、２項環境衛生費のうち、上下水道業務課及び上下水道工務課所管分及

び４款衛生費、３項清掃費及び６款農林水産業費、１項農業費並びに８款土木費、４項都

市計画費のうち、上下水道業務課及び上下水道工務課所管分について一括で説明を求めま

す。 

  望月上下水道業務課長。 

○上下水道業務課長（望月新路君） よろしくお願いします。 

  それでは、上下水道業務課、上下水道工務課が所管します一般会計の事業につきましてご

説明させていただきます。 

  予算説明書は86、87ページ、予算参考資料につきましてはナンバー９になりますので、

よろしくお願いいたします。 

  説明につきましては、予算参考資料にてご説明いたします。１ページをお願いいたしま

す。 

  ４款衛生費、２項環境衛生費、１目環境衛生総務費、16簡易水道事業会計繰出金につき

ましては、予算額6,641万9,000円で、財源内訳は全て一般財源でございます。 

  内容につきましては、後日ご審議いただく令和４年度甲斐市簡易水道事業会計予算におい

てご説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、17小規模水道維持事業でございます。予算額15万1,000円で、財源内訳は全

て一般財源です。 

  事業の概要は、敷島地区北部にあります千田自治会小規模水道の水質検査委託料及び検査

結果を通知するための郵便料であります。本来は小規模水道の管理者が水質検査を行うこと

になっておりますが、極小集落であり、簡易水道への切替えも難しいことから、市が代わっ

て行うものです。２月末現在で住基上の世帯数になりますけれども、５世帯８人の状況であ

ります。 

  続きまして、地域し尿処理施設関係になります。予算説明書は88、89ページ、予算参考

資料につきましては２ページになります。 

  ４款衛生費、３項清掃費、１目清掃費、08地域し尿処理施設特別会計繰出金につきまし

ては、予算額292万8,000円で、財源内訳は全て一般財源でございます。 

  続きまして、農業集落排水事業関係になります。 

  予算説明書は92、93ページで、予算参考資料につきましては、同じく２ページになりま

す。 
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  ６款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費、20農業集落排水事業特別会計繰出金

につきましては、予算額784万5,000円で、財源内訳は全て一般財源でございます。 

  続きまして、下水道事業関係になりますけれども、予算説明書は104、105ページで、予

算参考資料につきましては、同じく２ページになります。 

  ８款土木費、４項都市計画費、３目下水道費、01下水道事業会計繰出金につきましては、

予算額11億6,033万2,000円で、財源内訳は全て一般財源でございます。各繰出金とも後日

特別会計及び企業会計の予算審議がございますので、詳細につきましてはこちらでご説明さ

せていただきます。 

  以上が上下水道業務課、工務課が所管いたします一般会計の当初予算でございます。よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（清水正二君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ所管の委員の質疑を終了いたします。 

  続きまして、所管以外の委員の質疑を行います。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） １点だけなんですけれども、簡易水道事業会計繰出金かな、こちらの

ほうで公債費の元金返還が4,594万と利子が584万とかいうので、前年のやつには令和３年

度には書いてあるんですけれども、これはいつ頃まで元金の返済とかは続くんでしょうか。 

○委員長（清水正二君） 谷口委員、これは簡水の繰出金ですから、その件については特会の

ほうで質問してください。よろしいですか。 

  ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水正二君） なければ質疑を終了いたします。 

  これで４款衛生費、２項環境衛生費のうち、上下水道業務課及び上下水道工務課所管分及

び４款衛生費、３項清掃費及び６款農林水産業費、１項農業費並びに８款土木費、４項都市

計画費のうち上下水道課及び上下水道工務課所管分についての質疑を終了いたします。 

  以上で本日の審査を終了し、散会といたします。 
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  明日は休会となり、次回はあさって金曜日午前９時30分より開会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ４時３３分 

 


